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北火文学部紀要 45-2 (1997) 

酉フリジア語の文法構造一一代名謁一一

Struk王tuerfan i託ti羽為7匂es紋t総erlmロlW耳琉w九νre伐I

一一fおoa紅rn悶1羽amwu町lrd一…

水 誠

(TJ注eAnnual Report on Cultural Science 45-2 (No.89). The Faculty of 

Letters. Hokkaido Univerぉity.Sapporo. Japan. 1996. ISSN 0437-6668) 

SHIMIZむMakoto

W 代名誤(itfoarnamwurd) 

S 36 人称伐名爵 (itpersoanlik foarnamwurd)概観

∞ まとめ
人称代名詞には主格た目的格の区1IUがあり，それぞれに発音上の

づく「基本形」と「弱影j がある。 2人啓には単数で「親税¥J と「敬弥」の

があるが，ドイツ語やオランダ語とちがって緩数では区別しない (3

37)0 

主格には 2人審議称単数心。/"e(トdo/-de))と 3人称単数男性/際性

化けで特別な「連接形J (it klitik)があり，その用法は定動読や議文導入

(補文謀議dat/-tを伴った従属接続諦，関係調，需主姿疑樗文の疑問認)

の夜後にi袈られる。連接形は北ブリジ ブワジア語 (Seeltersk)に

も見られ，ブリジア

(←-do/-de)は，

に共通している。 2人称親称単数の連接形-o/-e

要素の語末に添えられた併とともに，
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北大文学部紀潔

投。/-steとして現われる。この引0/拭 eはそれぞれ-st-do/悦-deが結まっ

た形であれ人稔代名詞の部分は -o/-e(←-do/-de)である。したがっ

て，悦は人称代名読ではなし定動謂 (dokom-st '潜は来るj の変化語

尾悦と同様に，構文標識 (dat，-t)に添えられた変花語蟻であるといえ

るc つまり，西ブリジ 2人稔親称単数の場合に議文鰹識が定

と商議に「活用」ずる。また，位。/-steの部分は人斡代名詞連接形-0/-

e (←-do/-de)を欠いた -stでもさしっかえない。つまり，西ブリジア

は2人稔翠称単数代名諦の主惑を欠く文が可能である(!i38)。

ブリジア請には翠史的に北海ゲルマン言警の特徴として，帯婚代名詞とし

ての特iWな語形がない。ただ、し， 3人称代名認のなかには韓帰的用法と非再
婚約用法で語形が異なるものがあり， h-系の代名詞を再帰的培法に転用して

いる(!i39)。

「私のJ などを意味する形は，~ 40 所有代名詞」として扱う。また，疑

問代名詞は便宜上，疑問冨認を含めて'!i43 疑題調J と's44 疑問文」
で扱い，問機に欝捺代名詞は便宜上，罷係劉詞を含めて，~ 45 関係嗣」と

r!i 46 関保文」で扱う。

(2) 語形

(a) 主格

l人称

2人懇親称

ik [IkJ/ikke [ika] 

do [do:u] (du [duJ) 

弱形

'k [k] 

側。 [o:uJ/-e[a] 

{←do/-de) 

2人戦敬称 jo [jo:uJ je日叫

3人称男性/1毒性 hy[hd， hi] (hij [hdJ) er [8r] 

女性 sy [ssi， si] (sij [sd]) se [sa] 

hja [jaJ (hju [j;:JJ) 

中性 it [;:Jt] τ

，16」
'
T
L
 

F
1
1
1
L
 

ゐ

L'
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西フリジア語の文法構造 代名詞←ー

く複数〉

1人称 wy [vEI， vi] (wij [vεi]) wy [vi] 

2人称

3人称

(b) 目的格

く単数〉

jim (me) [jIm (;})] 

sy [sEI， si] (sij [sEI]) 

hja [ja] (hju [j;}]) 

基本形

1人称 my [mEI， mi] (mij [mEI]) 

2人称親称 dy [dEI， di] (dij [dEi]) 

2人称敬称 jo [jo:u] 

3人称男性/両性 him[hlm] 

女性 har [har]く人，定，再帰

的・非再帰的〉

中'1生

く複数〉

1人称

2人称

3人称

(3) 解説

it [;}t]く非再帰的〉

him [hlm]く再帰的〉

us [ys] 

jim (me) [jIm (;})] 

har(ren) [har(;}n)] く人，

定，再帰的〉

(a) -yで終わる基本形の発音

we [v;}] 

se [s;}] 

弱形

my [mi] 

dy [di] 

je [j;}] 

him [;}m] 

se [s;}]く人・物事，定・

不定，非再帰的〉

't [t]く非再帰的〉

him [;}m]く再帰的〉

se [s;}]く人・物事，定・

不定，非再帰的〉

-yで終わる一連の基本形の発音はクラーイ方言 (Klaaifrysk)でhy

[hEI]， sy [sEI]， wy [vEI]， my [mEI]， dy [dEi] (それぞれhij，sij， 

wij， mij， dijとつづることもある)であり，ヴォーデン方言 (Wald-
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北大文学部紀要

frysk)でhy[hi]， sy [si]， wy [vi]， my [mi]， dy [di]である (9

22)。

s 母音[i]を示すヴォーデン方言の発音のほうが歴史的には古い(~ 6 (2) 
(b))。

(b) 2人称代名調

2人称親称単数主格基本形の du[du]はヴォーデン方言 (Waldfrysk)

の語形である。また，連接形-deは単独では現われず，もtの直後に添えて-

steとしてのみ現われる。

Gr Visser (1988 a : 178)にはde[dd]が単独で、現われるという指摘があ

る。

..-Hoekema (1992: 17)は2人称親称単数主格連接形として -stuという語形

も認めている。

"... Tiersma (1985: 65)は2人称複数弱形としてjimを認めている。

(c) 3人称代名詞

3人称代名調の男性と女性の区別は，自然性の区別(男の人，女の人)の

ほかに文法性の区別も表わす (937(4)(a)， (b))。単数女性主格の基本型hju

[jd]はヴォーデン方言 (Waldfrysk)の語形である。

Gr 3人称単数女性目的格の弱形として Tiersma(1985: 65)はhar[dr]を

認めている。しかし， Visser (1988 a : 178)はこれを否定している。

Hoekema (1992: 18)， Boersma/Van der Woude (19802: 29)にもこ

のhar[dr]は記載がない。

官 3人称単数男性・中性(再帰的用法)目的格の弱形として Hoekema

(1992 : 18)は'mというつづりを認めている。

it [at]はあいまい母音 [a]を含み，アクセントを置いて強調する場合

には使えない。その場合には指示代名調datを用いる (941 (2)(a)⑤)。その

他の基本形はアクセントをもつことができる。

(d) 人称代名調の再帰的用法 (939)

3人称複数目的格の seは再帰的用法では用いず，しかも，典型的な他動

詞の直接目的語と能動態の間接目的語に限られる。 3人称単数女性目的格の

seにも同様の制限を認める話者が多い。ただし，意味的には両者は人と物
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西フリジア語の文法構造 代名詞一一

事をともに示すことができる。これにたいして，基本形のhar(ren) (複数

形目的格)と har(単数形目的格)は再帰的にも用いることができ，心理動

調の目的語ゃいわゆる「自由な与格」としても用いられるが，意味的には定

(bepaald) の人を示すことしかできない (~37(6)) 。

3人称中性単数目的格の itは再帰的用法では用いず，物事を示す場合に

はhimを用いる。人を示す場合には，自然性に応じて him(男の人，例 it

jonkje I男の子J)，har (女の人，例.it famke I女の子J) を用いる(~ 39 

(3))。

S 37 人材、代名調の基本形 (de folle foarm)と弱形 (de toanswakke 

foarm) 

(1 ) まとめ

人称代名詞の基本形と弱形は発音上の区別に基づいており，つづりでは部

分的にしか区別しない。基本形のつづりであっても，弱形の発音をすること

もある。基本形ははっきり発音する必要がある場合に用い，文中だけでな

く，単独でも用いることができる。弱形はとくに強調する必要がない場合に

用い，単独で、は用いなしh。弱形は直前(前接的 enklitysk)か直後(後接的

proklitysk)に他の語があることを必要とし，その語とともに続けて発音す

る点で「連接形JCit klitik) としての性格がある(~ 38 (1))。

1人称単数主格には基本形に ik[Ik] とさらに強調の度合いが強い ikke

[Ik;:J]のふたつがある。弱形'k[k]では母音田を除く発音になる。

us [ys]， do [do:u] (du [du])， hy [hEi， hi]， har [har]には弱形が

ない。また， hja [ja]には語形的に直接対応する弱形がない。 3人称複数

目的格と 3人称単数女性目的格では，弱形se[s;:J]に語形的に直接対応す

る基本形がない。

(2) 1人称 (deearste persoan) 

ikke [Ik;:J]は単独でとくに強調する場合に用いることが多い。

“Wy binne oan 't iten."“Ikke net mear!" I私たちは今，食事の最中だ」
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北大文学部紀要

「私はもうすんだぞJ (ULI'S， C 3 : 8) 

Net i肱e，mar do diest it. r私じゃなくて，君がそれをしたんだJ (ULI'S， 

B 19 : 18) 

..--eを伴った一連の強調形に注意。

ditte (←dit) rこれJ，datte (←dat) rそれ，あれj，watte (←wat) 

「何j，hjirre (←hjir) rここにj，dere (←der) rそこに，あそこにj，

W色re(←w色r)rどこに」

ik [Ik]の弱形'k[k]は会話的な文章で'kというつづりが見られる。

As bern bin 'k al begun postsegels te sammeljen. r私はもう子供のこ

ろから切手を集めはじめたJ ('kは先行する binに連接する。前接的)

(ULI'S， A 19 : 7) 
次の用例では文頭の 'kが小文字のままで， Witから大文字書きをしてい

ることに注意。

'k Wit it net. r私はそれは知らないJ ('kは後続する Witに連接する。

後援的)

'k Sil it dwaan. r私がそれをやりましょう J ('kは後続する Silに連接

する。後接的)

『この場合，英語では助動詞が直前の人称代名詞に連接することに注意。

1'11 do it. (←1 will) r向上」

..-'t (←it)の場合も同様 ((4)(d))。

(3) 2人称 (detwadde persoan) 

(a) 親称と敬称

2人称単数には親称主格do[do:u] (du [du])，目的格dy[do， di] 

(dij [do]) と敬称主格・目的格jo[jo:u]， je [j8]の区別がある。敬称は

形式的な手紙や古風な文章では大文字(Jo，Je)で書くことがある。

西フリジア語では敬称は話者の内輪の領域からはずれた人のみならず，一

般に年上の人に敬意や距離感を表わすときに用いる。したがって，親は子供

にたいして親称を用いるが，ふつう子供は親にたいして親称は用いない

((b))。神にたいしても親称は用いない。つまり，内と外の区別だけではな

く，上下の区別も表わすといえる。親称は友人，恋人，夫婦問(ただし，

③) ，話者と同等ないし年下の人にたいして用いる。親称は蔑称として用い

られることもある。
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西フリジア語の文法構造 代名詞

今日ではもっぱら単数の意味で用いる敬称jo，jeは複数形に由来し，主

語の場合，定動詞は複数形になる。

{jo (je)/jim(me)} komme r {あなたは/あなたがたは}来る」

くi=>do komst r君は来る」

『西ブリジア語の 2人称親称代名詞do(du)はドイツ語のduやオランダ

語のjij，jeよりも使用範囲が狭い。 DeBoer (1985/1986)には統計資料

を交えた詳細な記述がある。

官複数形としては親称と敬称の区別なく jimmeを用いる。オランダ語には

複数形としても親称jullieと敬称u(単数形と同形。 3人称単数形に由

来。 UwEdelheid> Uwe>むwe>u)の区別がある。敬称の対象となるべ
き相手にjimmeを用いることに抵抗を感じる話者のなかにはjoをあえて

用いることがあり，その結果，オランダ語に近づくことになる (DeBoer 

1986 : 25)。今日では親称の使用範囲も徐々に拡大する傾向にある。

Gr jo， jeはオランダ語のjij[jei]， je日8J(今日では親称)にあたる jy(← 
y)の対格および与格に由来する(エ.you)ojyは今日では用いない。

jimmeはオランダ語のjullie(←gij rあなた」十liedenr人々 J) と同様に

gi rあなた」十manr人」から派生したものである (Sytstra/Hof1925 : 

107 f.)。

① 会話での敬称と親称の使い分け

西フリジア語では初対面の人や年上の人に気軽に親称で話しかけること

は稀である。年齢の上下によっても会話の相手どうしは親称と敬称を使

い分ける。

A : Fytsmakker， soene jo myn fyts goed neisjen wqlle? Hy docht it 

net sa best. It stjoer sit wat los en it seal kin ek wol wat fester. 

B : J awis wol.(.・.)Sjoch， der sit ek in skuor yn 'e efterban. Do kinst 

beUer in nije fyts keapje. 

A: r自転車屋さん，ぽくの自転車をよく見てもらえませんか? どう

も調子が良くないんでトす。ハンドルはぐらぐらするし，サドlレもも

う少しすわりが良いはずなんですけどJ (子供のせりふ)

B : rいいとも。(…)ごらん，後ろの車輪も破れているよ。新しい自転

車を買ったほうがいいんじゃないかねJ (以上ULI'S，A 18 : 10変

更)
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②神にたいして

神 (God)にたいしては敬称を用いる (940(2)(c))。

Us Heit yn 'e himel， lit jo namme hi1lige wurde， lit jo keninkryk 

komme， lit jo wil dien wurde op ierde likegoed as yn 'e himel. (…) 

[want joωes is it keninkryk en de kr色ften de hearlikheid oant yn 

ivichheid. Amen.] ，-天にましますわれらが父よ，御名を崇めさせたま

え。御国を来らせたまえ。御心の天になるごとく，地にも来らせたま

え。(…) [固と力と栄えとは永遠に汝のものなればなり。アーメン]

(Bibel 19892 (1978)，乱1atteus6 : 9-13) 

F 以前は神にたいしてdoを用いることがあった (WFT10 (1993: 76))。

③夫婦問

以前は夫婦のあいだで敬称を用いることがあった (Fokkema19672 : 

48 ; WFT 4 (1987: 48))。ただし，今日ではほとんど親称を用いるよ

うになっている (DeBoer 1986 : 112)。

官夫婦のあいだで敬称を用いるのは 1850年頃から見られ， 1910年以降，減

少し， 1945年以降は急速に衰退した (DeBoer 1986 : 9)。以前はフリー

スラントの北部よりも南部で敬称の使用が多かったという方言差が指摘さ

れている。また，夫が妻よりもとくに年齢が高い場合には，夫が妻にたい

して親称を用い，妻が夫にたいして敬称を用いることがあったという

(ib.45)。

(b) 親族名称による 2人称の表現

子供が両親や年上の親族(兄，姉を除く)にたいして親称を用いることは

ほとんどなく，敬称の使用も多くない (Vander W oude 1981 : 27)。この場

合には親族名称の使用がもっともふつうである。親族名称による 2人称の表

現は本来，年上の親族にたいする敬意の表現だが，同時に親しみの感情を表

現するとも言える。たとえば義理の父や母にたいしてのように，距離感が大

きくなると敬称を用いることが多くなる (DeBoer 1986 : 73)。年下か同等

の親族には親称を用いる。

『この点は日本語に似ている。
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Oh， blikje， ik moat noadich nei skoalle. Hat mem myn iten klear? 

「いけない，もう学校に行かなくちゃ。お母さん，お弁当はできた ?J

CULI'S， C 3 : 8) 

Dat kin mem sels wol sjen. rそれはお母さんが自分で見ればいいじゃ

ないJ CULI'S， C 3 : 9) 

次の会話を参照。ただし，最後のMemr母」のせりふは夫に親族名称

Heit rお父さん」を用いている。

Soan : Heit is hjoed 80 jier wurden. 

Heit : Ja， jonge， ik bin ald. Us heit is 60 jier wurden en us mem 

noch net 55. 

Mem : It is hjoed in feestdei， it is dyn jierdei. 

Soan : Mem hat gelyk， hjoed skynt de sinne. 

Heit : Is dyn frou hjir ek? 

Soan : J a， wis， sy hat hjir dochs al by jo sitten. 

Mem : Heit ferjit wolris wat， der binne ek sa'n soad minsken; de 

famylje groeit. 

息子 rお父さんも今日で80歳ですね」

父 rああ，もう年だ。わしの父親は 60で亡くなったし，母親は 55に

もならなかった」

母 r今日はお祝いなんですから。あなたのお誕生日ですよ」

息子 rお母さんの言うとおりですよ，いいお天気ですし」

父 rお前の嫁もここにいるのか」

息子 rええ，いますよ。さっきとなりにすわっていたでしょう」

母 rお父さんはときどき物忘れをしますからね，いろいろ人が来てる

し。家族も増えるものですからJ C以上ULI'S.A 1 : 10変更)

『上記の会話で息子のせりふとして“Ja，wis， sy hat hjir dochs al by jo 

sitten." rええ，いますよ。さっきとなりにすわっていたでしょう」とあ

るが，このjoはh巴itのほうが自然だという判定が多い。

.". broer r兄弟J，suster r姉妹」をそれぞれ「兄J，r姉」の意味で2人称の
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表現とすることはない。つまり，同等の親族という扱いを受けている。こ

の点は日本語と異なる。

*Komt {broer / suster} ek mei? I {お兄さん/お姉さん}もいっしょに来

る?J

Gr 最近では両親にたいして親称doを用いる傾向も増えてきている (WFT

10 (1993: 76))。

( c) 身分，職業などによる 2人称の表現

相手が年上である場合には，相手の職業・身分の名称を直接用いて話しか

けることがある。職業や身分の名称を用いると，敬称の人称代名調よりも敬

意が強まる。この場合，相手の名前を用いると親しみの感情がこめられる傾

向がある (Tiersma1985 : 63)。

『この点は日本語と似ている。

Hoefolle sipe1s wo1 m斤々ouha， mefrou? Iタマネギはどのくらいにいた

しましょうか，奥さんJ (ULI'S， B 3 : 7) 

Dy gie1ige bedoe1t mそ斤ou?Dat binne wichters， 1ytse prumkes eins 

Jo kinne derhear1ike jam fan meitsje. Iあの黄色っぽいやつですか。

あれはヴィフテルといいまして，プラムの小さなやつのことです。良い

ジャムができますよJ (ib.) 

W 01 dokter my even he1pe? I先生(=医者)は手伝っていただけます

かJ (Boersma/Van der 羽Toude19802 : 30) 

W 01 Aaltsje my even he1pe? Iアールチェは手伝ってくれるかね」

子供にたいしては 3人称代名詞を使って次のように言うことがある。

め moatsti1 weze. I静かにしてねJ (男の子に向かつて) (Hoekstra/ 

Tiersma 1994 : 515) 

Kom sy mar by mem. IママのところにいらっしゃいJ (女の子に向

かつて) (Boersma/Van der W oude 19802 : 68) 

青年上の相手にたいして相手の職業・身分の名称を直接用いる表現は，今日

では少なくなってきている。この場合には敬称joを用いる話者が多い

(De Boer 1986 : 112)。
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(d) 2人称親称主格単数務do(du)の省略 (338 (4)) 

2人称親称格単数形では基本形do組合)と連接形-o/-e(←-do/-de) 

の両方を省略することがある。

“Do bist siik，" sei de frou. “Do hast de gryp. J uster wiest-φek al 

ferkalden， en no hast-O koarts.φ Silst wol gjin iten ha wolle， tink". 

fあなたは病気なのよ」と彼の妻は言った。「あなたはE良部をひいている

のよ。昨日からもうひいていて，今，熟がtI:lてきたのよ。食事をとる気

はないでしょうねJ (ULI'S， A 6 : 8変更)

(4) 3人称 (detredde persoan) 

3人称代名認は単数で自然性(男の入/女の人/物事)だけでなく，文法性

(両性・中性)の区別も表わす合文や勾など文法性のないもの伝受けるとき

には中d注単数形そ用いる。

献とくに物事を示す名詞匂の場合，かわりに指示代名詞dy(中性主総数以

外)， dat (中性単数)を用いて名詩句を明確に指し示すことがある(~ 41 
(2)(紛争入

非人誌の誌については叫， h紅 (ren) とseの樹違については(6)で5JUiこ援

うo

初男性形/間性形

hy [hεi， hi]は男性の人だけでなく，時性名詞単数形も受ける。目的格

him [hlm]の弱形は [h]の奮が索いために脱落してhim[8m] という

音になる。

あItrui is prachtich. Mar h.グmakketwat dik. rそのセーターはすて

きね。でも，少し太って見えるJ (hy=dy trui rそのセータ~J) (Bang-

ma 19932: 30 

De moade sil him oanpasse oan bepaalde maatskiplike feroarin-

gen. r流行は特定の社会豹変化にも適5与するだろう J (him = de moade 

r流行J) (ULI'S， C 11 : 5) 
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(b) 女d性形

CD hja [jaJ (hju [jaJ) とsy[sd， si] 

正書法でh-で蛤まる女性形の単数・複数主格hja(hju)は文語的であ

り，ヨ営会話ではオランダ謡zijの借用鰭である syを用いることが多

い。弱形には syVこ対認する se しかない。目的格har[har]の弱

形にはse[8討しかなししかもこの se[saJは再1詩的指法では用い

ない (339 (3Xb)⑨)。

@捨象名詞を受ける女性形

女性形はふつう女性の人を受ける場合に隈られる。ただ、し，審議

とくに古めかしい文躍では，オランダ語と!湾様に抽象名詞などを女性形

ることカまある (329 (1))。

Y n dizze jierren (...) begjint syn wraldskdging har stadichoan te 

foarmjen. 'この鰐年かのあいだに(…〕彼む世界観が徐々に形成され

はじめるJ (har=8yn wraldskoging r後的世界観J(Spenter 1970 : 

185) 

所有代名詞 (340)でも間諜であるG

De 19de ieu komt no ek geastlik oan har ein. '19世紀は今やそ

神においてもその終意を迎えるJ (har=de 19de ieu '19世紀J) (ib. 

185変更)

窃弱形se r彼女，彼(女)らj の有声化

n9(訴訟で述べたように，語形se[saJ '彼女，援{女)らJ は母音，

十無声態探音'の蜜後ではsefza]と

する。用開はi奇欝所を参照。

記F 次の用例のように， zε とつづる文章も数5もされるが，西フリジ
Zーは諦瀕に来ないので，正蓄法としては好家しくない。

De lytse bern bi設nenijsgjirrich nei dat moai日boek. Hja hawwe lekker-

c kola fan beppe krig記n. As de glezen leech binne， mcie ze it boek 
besj叩 r小dな子供たちはそのきれいな本を党たくてたまりません。

供たちはおじいさんからおいしいコーラをもらいました。コップが空に

なったら，その本を見てもいいのですJ (ULI'S， A 11 : 2) 
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(c) 人を芝公す中性名詞

it jonkje it faml沈下女のうこj，it fanke '/J、誤{蔑称)j， it 

wiif 1女(蔑称入饗」などは中性名器だが，人間を需すので，

ける場合には中性形ではなく，莞?生形か女性静を用いるのがふつうである。

あmwiif moast hαr op krukken rede. r畿の妻は杖にすがらなければな

らなかったj (har = syn wiif 1彼の妻β 器開nter1970 : 183 

所有代名諮 (s40)でも問機である。
It famke slαiuwt yn har deiboek. 1その女の子は日記をつける」

(har = it famke 1その女の子j) (ULI'S， B 10: 17) 

(d) 中憶形

it [;:)tJの弱形't[tJのつづりは会話的な文章設で見られる。

Up de fjirde dei fan septimber おすby us feest. 1 9 .Fi 4日は私たちのと

ころではお祭りです」れは先行するおに連接する。前接的)(ULI'S， 

A 17: 16) 

'tは小文字のままで， Isか きをすることに詩意。

't Is hiel romantysk. 1ぞれはとてもロマンティックだJ れは後続する

Isに連接する。後接的)(Bangma 19932 : 69) 

献この場合，英語で、は bε 

ること

It云veryromantic. (←It is) 

フリジア踏のよう は詩などの文学作品に多い

れぬ←itis)。
宮古{←ik)の場合も関様 ((2))。

れはさまざまな名認や要素を受けるo ただし，アクセントを霊堂いて強調す

ることはできず，その場合にはdatで代用する (941 (説的舎〉。非人称構文

にも it愛用いるが，これは(5)で扱う。

① 中校名務匂単数形

Us pake krijt in tut en inρresintsje. It is in moai boek oer it alde 

Fryslan曹下総父はキスを受け，プレゼントをもらいます。それは昔のフ

リースラントについての美しい本ですJ Otニinpresintsje 1プレゼン
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窃複数形名諮匂

北大文学慾紀喜善

おけ訂entenwurde net iens permanint bewenne. It binne al1egear 

twadde wenten. iあの家々はずっと人が住むものではない。すべてセ

カンドハウスだJ Ot=dy wenten iあの家々J) (ULI'S， B 11 : 15変

No sille wy de 0仰 wizendeen fre偲iendefoarnamwurden noch be-

sprekke. It binne wurdsjes dy't in soad opinoar lykje en maklik 

trochinoar helle wurde. iさで今度は指示代名轄と疑問代名詞を議じて

みましょう。 によく凱ていて護持しやす (itニde oanw-

izende en freegjende foarnamwurden r指示代名詞と難問代名諮β

(ULI'S， A 14 : 15) 

官オランダ識とドイツ諮も

::t. Het zijn moeilijl健司roorden.rぞれはむずかしい寵(複数形)です」
ド.Es sind schwer日Worter.i爵上J

③句や文などさまざま

J a， dat wit ik wol， mar ik woe in dei te winkeljen. De bern moatte 

noadich wat nije klean ha. En wγek， as it my net mist. rええ，ぞ

れはわかっているけれど，でも，いつか貰い物に行く尽にしたいの。

投たちは新しい服が必援だし。ぞれに，患い違いでなかったら，私たち

もそうでしょう J (ULI'S， A 4 : 8) 

庶務紳!

Dat mist dy. rそれは君の思い違いだJ (Zant日ma1984 : 620) 

“Der is ien by de doar. Wa is der?"“Ik bin it， de post." i玄関の

ところにだれかいるわ。そこにいるのはどなたですか」吋それは〉私で

す。郵便配達の者ですがJ (Bosma-Banning 19812 : 11) 

誌が.:i:諸になる英語と

ブ.Ik bin it. r (ぞれは)私ですJ
;:rl-. Ik b記nhet. 

iヘIchbin es. 
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や〉ヱ.It's me. 

@不定調句や文 あらかじめ示しておく場合

It is tige slim (om) inραrkeaゆ長室長 tefinen. 

てもむずかしいJ (ULI'S， A 8 : 11変更)

を見つけるのはと

配r omは不定詞句そ導く補文様識である O このomは省略できる。

It muoit my dat ik it sizze moat. r私はそのことを言わなければならな

いのが残念だJ (ULI'S， B 2 : 13変更)

itは文中では現われなくてもいい。

Tige slim is { it Iφ} (om)仇 ρ'arkemplakte finen. r向上J

My muoit {it Iφ} dat iんitsizze moat. r関上」

Se tinke dat {it Iφ} tige slim is (om) inρarkemうかlakte finen. r t度ら

けるむはとてもむずかしいと患っているJ

Se tinl叩 dat {必/φ}my muoit dat ik it幻:zzemoat. r絞らは私がその

ことを替わなければならないのは桟念なのだろうと患っているj

不定詞句や文の後では itは現われることがでぢない。

(Om) inρarkearplak te fine匁 is 吋tlφ}

るのはとてもむずかしいJ

slim. r駐車場を晃つ砂

Dat ik it sizze moat， muoit子itlφ} my. rそのこと なげればな

らないのは犠念だJ

(5) 非人称構文

げたり詣示したりするものがなし 日時，季欝，行事，状況， t婁

用勾，心理・生理現象などの表現で用いる itを非人称の itという。非人称

のitを用いた議文を非人称構文という。もっぱら非人総講文で用いる

を非人称動詞という。非人啓のitは文中でもなくてはならない。

官ドイツ言惑などに見られる

er)。
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Soe it noch lang {snije/reine}? rま

うかJ (ULI'S， A 9 : 7変更)

N 0 is it al healwei fiven. rもう 4時E半だj

Hjoed is it sneon. r今日は土曜日

It is紛れter.r冬です1

@行事，状況 ((b)の罵椀も

と{雪/雨} くのだろ

Juster wie it us mem har jierdei. ra宇呂は母の誕生日だったJ

Hoe giet it mei jo? rお元気ですかJ

Op 'e merk is it gesel1ich. r市場は楽しいJ (ULI'S， A 4 : 11変更〉

Op it skoalplein is it鈴il.r校庭はひっそりしているJ (ULI'S， B 5 : 10 

変更)

窃心理・

It gong har kald troch de lea. r在長女の心は衝撃

足に寒気が走った)J (Zantema 1984 : 7076) 

(=彼女の手

It duzelt my yn 'e holle. r私は頭がくらくらするJ (Visser 1985 : 173) 

My duzelt {itj*φ} yn 'e holle. r詞上j

『ドイツ諮の部とちがって，文Eやでも西ブリジ

hetはなくてはならないこと

コt.1¥在ijduizelt {het/象φ}in het hoofd. r湾上」
丸山，fir/Mich} 話chwindelt{' es/φ} im Kopf. 
次の淡現に注意。

itやオランダ語の

ブ. My 泌氏ltde holle. r向上J (Visser 1985: 173変更〉
本Mynholle d11zelt. 

オ.M話duizelthet hoofd. 
勺/Iijnhoofd duIzelt. r悶よJ

ド.Mir schwindelt der Kopf. 

Mein Kopf schwindelt. rlBJよJ

次の表現は心理・生理現象ではなく，天候の表現である。

Winters is {it/*φ} my te kald. r冬は私には寒すぎるJ (ULI'S， 
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A 19: 7変更)

心理・生現現象の表現として「寒いj と議う場合には，非人物:構文では

なく， de fuo岡田「足J，it jonkje rその男の子J を主語とし

De fuotsjes binne him kald， mar hy haldt fol. r設は足が寒いが，

しているJ (ULI'S， B 5 : 9) 

It jonkje (= Hy) is kald. De triennen rinne him by deマvangendel. 

日yhat iiskalde fuotsjes， mar hy jout net belie渇 rその男の子(ニ彼)

は寒いのだ。授が頬を伝って審ちる。足はかじかんでいるが，我4壊して

いるJ (ULI'S， B 11 : 11変更)

時P オラン夕、語やドイツ語との差に注意。

ニc..He is cold. r彼は寒いのだj

オ.Hij {h己efthet koud/is koud}. 
ド.{Ihm ist kalt/Es ist ihm kalt}. I一間上」
語フリジア諮ではオランダ議とちがって率Hyhat it kald. r向上J と

わない。

De boer en de boerinne hawwe it drok mei 't melken. r幾夫とそ

は乳しぽりに忙しいJ (it drok hawwe r忙しいJ) (ULI'S， A 7 : 8変

更}

Binne jo it der mei iens? rあなたはその点にかんして賛成ですかJ (it 

iens w色zer賛成であるJ) (ULI'S， B 13 : 12) 

(b) 性関や評錨を表わす非人総講文

ふつう非人称的には用いない動詞も，性質ゃぎ半額を表わず文成分を伴って

非人称構文を形成することがある。この場合，ふつう人を主語とする動詞で

ありながら，入をヨミす文成分を明治しない表現になる O これは本来の

からの転掃である。

1t sit hjir noflik. rここはすわり心地がいいJ (←sitte ，.すわってい

るJ) (Visser 1985 : 904) 

It leit f告は lekkersa under de tekkens. of net soms? rそうやって毛布

にくるまっているのはさぞ気持ちがいいだろう，ちがうかねJ (←lizze 
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「横たわっているJ) (ULI'S， A 6 : 8) 

Hjir wen子'tetit goed. rここは住みやすいJ (←wenje 

1984 : 1172) 

次のよう も可能である。

Hjir is it goed w色njen.r持上J(ib.l172) 

昨オランダ識にも同様の表瑛がある。

オ.Hi在rwoont hct goed. r向上」

Hier is het goed wonen. r湾上J

ドイツ語では非人称野席構文を用いる。。

ド.Hier wohnt es sich gut. 

*Hiξr ist es gut wohnen. 

(Zantema 

ドイツ語では lassen(オ.laten，フ.litte)令用いて次のように誘うこ

とができる。オランダ諮や商ブリジア詣では不可。

ド Hierlast es sich gut wohnen‘! 

オ.*Hier laat het zich goed wonen. 

ブ. *Hjir lit it him goed wenj日.
ぽP いわゆる

次のよう

(ヱ.middle construction) 

も可能である。オラン夕、語も

るものとして，

フ.Ji郎在igensliepkeamer sli伸之 lekker.(← sliepξ 「懸るJ)r自分の寝

家は緩心地がいいJ

::t. Je eigen slaapk註merslaapt lekker. (トslapen

(6) har(ren) [har(9n)J/har [harJと5e[59J 

い) まとめ

「爵上」

3人称代名詞悶的格の基本惨と弱形は援数野マhar(ren) と話e，単数女性

形でharとseのように，たんなる発音上の農務ではなく，形態的にはっき

り異なっている。議数形の基本彰harrenとharに用法の段別はとくにな

い。ただし，単数女性形の基本形harとの、謹同を避ける場合には，

にharrenを用いる。

向者には基本形と弱形の13:到に応、じてアクセントの有無の濃いがある。

i )複数形har(ren)/単数女性影har:アク1!ントをもち簿る(慕本形)

ii)複数形・単数女'性形叩:アクセントをもち得ない

にはこのほか ような用法の違いがある。 har(ren) /har 
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的な制約が強いが，統語的な制約はゆるい。逆に， seは意味的な制約はゆ

るいが，統語的な制約が強い。

(b) 意味的な相違

i )複数形har(ren)/単数女性形har:定 (bepaald)の人を示す

ii)複数形・単数女性形se:定・不定(unbepaald)の人・物事を示す

Hy hat syn freonen skille en {har(ren) / se} utnoege foar it feest. 

「彼は友人たちに電話をして彼(女)らをパーティーに招待したJ (定・

人) (Hoekstra 194 : 49変更)

Hy hat de tidskriften lezen en {* har(ren)/ se} doe wer op it rim set. 

「彼は雑誌を読んでからそれを再び本棚に置いたJ (定・物事) (ib. 49 

変更)

Men hat {* har(ren) / se} dy't altyd grine. ，.かならず文句を言う人は

いるものだJ (不定・人) (ib. 53) 

(c) 統語的な相違

アクセントをもたず，定の人を指す場合には，次のような統語的な用法の

違いがある。

i )複数形har(ren)/単数女性形har:さまざまな統語的機能を担う

ii)複数形・単数女性形se:典型的な他動詞の直接目的語と能動態の間接

目的語にほぼ限られる

「典型的な他動詞の直接目的語」とは，心理動調や再帰動詞などを含ま

ず，目的語に直接，動作・作為の影響を及ぽす意味を表わす他動詞の目

的語を指す。

seにたいする制約は単数女性形ではそれほどはっきりしておらず，話

者によって差がある (Hoekstra1994 : 59 f.)。以下の例は複数形の場

合を示す。

① 典型的な直接目的語

Hy sloech {加r(ren)/se}.，.彼は彼(女)らをなぐった」

Ik seach {har(ren)/se} de poes slaan. ，.私は彼(女)らが子猫をなぐる

のを見たJ (Hoekstra 1994 : 50変更)
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Hy liet {har(ren}/se} de hun slaan. '彼は彼(女)らにその犬をなぐら

せたJ (ib.50変更)

Ik achtsje {har(ren) / se} foar gjirrich. '私は彼(女)らはがめついと思

フ」

② 能動態の間接目的語

Ik joech {har(ren}/se} it boek net. '私は彼(女)らにその本をあげな

カ〉った」

Ik joech it {har(ren)/ se} net. '私はそれを彼(女)らにあげなかった」

{It boek/It} waard {har(ren}/*se} netjun. ，{その本/それ}は彼(女)

らに与えられた」

③ 前置調の目的語

Sy seach wat bewegen efter {har(ren}l*se} ，彼女は彼(女)らの背後で

何かが動くのを見たJ (付加成分) (Hoekstra 1994 : 51変更)

前置詞句が動調の補足成分としてはたらいているときには，容認度がや

や高くなる。

Hy wachtet op {加r(ren)/?se}. '彼は彼(女)らを待っているJ (補足成

分:op immen wachtsje '人を待つJ) (ib. 51変更)

④ 形容詞の目的語

{Har(ren)/* Se} tige tagedien， die elk alles foar harren. '彼(女)らに

とても好意をもっていたので，だれもが彼(女)らのために何でもした」

(付加成分) (ib. 51変更)

形容詞句が動詞の補足成分としてはたらいているときには，容認度がや

や高くなる。

Elk is {har(ren) /? se} tige tagedien. 'だれもが彼(女)らにとても好意

をもっているJ (補足成分) (ib. 51変更)

⑤ 心理動詞の目的語

Myn halden en dragen fernuvere {har(ren)/* se}. '私の態度を見て彼

(女)らは驚いた(=私の態度が彼(女)らを驚かせた)J (ib.52変更)
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⑥ 再帰動詞の目的語 (939 (3)(b)②) 

SYj fersinden {har(ren}j/* sej} mei de namme. 1""彼(女)らは名前をま

ちがえたJ (ULI'S， B 18 : 18変更)

SYj joegen {har(ren}selsJ*seselsj} gjin kans. 1""彼(女)らは自分たちに

チャンスを与えなかったJ (ULI'S， C 18 : 23変更)

⑦ 「利害」などを表わす名調句

動詞や形容詞の目的語以外の名調句で利害などを表わす場合。ドイツ語

の「自由な与格J (ド.freier Dativ)に対応する用法 (931 (5))。

Ik ferve {har(ren}/*se} it stek. 1""私は彼(女)らのために柵にペンキ

を塗ってやったJ (Hoekstra 1994 : 52変更)

Do praatst {har(ren}/*se} te lud. 1""君は声が高すぎてあの人たちの迷

惑だJ (ib.52変更)

F 次の用例のseは「利害」の解釈では許されないが，後続する名調ととも

に同ーの文成分となって典型的な直接目的語を構成する「所有」の解釈で

は許される (Hoekstra1994 : 56)。

Ikslachte [{har(ren}/*se}J [dyhin]. ["私は彼(女)らのためにそのにわ

とりを屠殺したJ (利害) Ob.56変更)

Ik slachte [{ har(ren} / se} dy hin]. ["私は彼(女)らのにわとりを屠殺し

たJ (所有) Ob.56変更)

次の用例のseは「利害」の解釈だけが可能なために許されない。

Ik slachte [{ har(ren}/* se} ] [de buorlju dy hin]. 1""私は彼(女)らのため

にお隣のにわとりを屠殺したJ (利害) Ob.56変更)

目的格の seはhar(ren) /harとちがって主格の se(弱形)と語形的に

区別がない。そのために，目的格の seは統語的に明らかに目的語と規

定される場合に使用が限られ，形態的に目的格として明確な har(ren)/ 

har はその他の場合にも用いることができると考えられる。前置調の目

的語(③)と形容詞の目的語(④)の場合に，補足成分では付加成分よ

りも容認度がやや高いのは1""動詞+前置詞J，1""動詞+形容詞」という

結びつきが一種の他動詞として再解釈(エ.reanalysis)される傾向が

あるためと考えられる。

団事 Hoekstra(1994) は生成文法の立場から「抽象格J (エ.abstract 
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Case)として seは「構造格J (エ.structural Case)をもつのにたいし

て， har (ren) /harは「固有格J (エ.inherent Case)をもっと述べてい

る。さらに，オランダ語の 3人称代名調複数形目的格zeとhunの用法の

区別はアクセントの有無というたんなる音韻的な相違にすでに還元されて

しまっているが (zeはアクセントをもたず， hunはアクセントをもっ場

合に用いる)，それが西フリジア語話者の若い世代にも広まりつつあるこ

とをオランダ語からの干渉の例として指摘している。

~ 38 人材、代名詞の連接形，主語の省略，補文標識の「活用」

(1) まとめ

人称代名詞には 2人称親称単数主格と 3人称単数男性・両性主格でそれぞ

れ前接的な連接形 (deenklityske foarm)ーo/-e(←-do/-de) とerがある。

人称代名調の弱形は直前(前接的 enklitysk) または直後(後接的 pro-

klitysk)に他の語があることを前提とすることから，同様に連接形とも言

えるが (Visser1988)，基本形の発音上の異形であり，使用範囲も広い。一

方，ここで言う連接形(以下ではたんに「連接形」とする)は統語的に用法

が限定されており，定動詞または「補文導入要素J (補文標識dat/-t(← 

dat) )を伴った従属接続詞，関係詞，間接疑問文の疑問調)に付随してその

直後だけにもっぱら前接的に用いられる。連接形はまた 3人称単数男性/

両性主格でerであり，基本形hyとは形態的にはっきり異なっている

((2)) 0 2人称親称単数主格の連接形ーo(←-do) はアクセントをもつことが

ある点で，連接形としては特殊である ((3))。

『弱形は「音韻的連接形J (it fonologyske klitik)， -o/-eとerは「統語的

連接形J (it syntaktyske klitik) と呼ぶことができる。

2人称親称単数主格の代名調は連接形に限らず広く省略することができる

((4))。また，従属文を導入する補文標識は主語が2人称親称単数主格の代名

調の場合，定動調の場合と同様に，引という人称語尾を伴って「活用J (de 

fleksje)する ((5))。

F 語形的には，基本形hyは英語のheやオランダ語のhij，連接形erはド

イツ語のerにそれぞれ対応するo 歴史的に英語のheはドイツ語に見られ

るerの語末の rが消失し(ド.mir <=>エ.me-φ)，語頭に指示的な要
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素hーが付加された語形である。西フリジア語に限らず，フリジア語群に

は広くこの 2系列の語形が併存している。

<y西フリジア語の3人称代名調には，単数男性/両性主格hyとerのほか

にも，女性単数と複数の主格hja(hju)とse(~ 37 (4)(b))，複数目的格har

(-ren)とse(~ 37 (6))，単数女性目的格harとse(~ 37 (6))，単数中性目的

格himとit(~ 39 (3))のように，上記のhーをもっ語形が他の語形と並存し

ている。 hーをもっ語形は，前域や，文中でアクセントをもっ場合に用いる

hy，アクセントをもつか，他の語に従属して用いる必要のないhja(hju) 

(~ 39 (3))，アクセントをもつか，典型的な他動調以外の目的語の場合に用

いる har(ren)とhar，再帰的用法で用いる himのように，無標(エ.

unmarked)の場合以外の用法も可能な語形であるといえる。このよう

に，歴史的に指示的な要素hーをもっ語形は，今日では有標(エ.

marked)の場合の用法を担うようになっている。

(2) 3人称単数男性/両性主格連接形er[ar] 

(a) erを用いる場合

erはアクセントをもたず，独立の 1語としてつづるが 2人称親称単数

形 -o/-e(←-do/-de) と同様に直前の要素に続く連接形である。 erは基本形

hyと違って前域(主文の定動調の直前)で用いることができないばかりか，

現われる位置はーo/-e(←-do/-de) と同様に，定動調と「補文導入要素」

(補文標識dat/-tを伴った従属接続詞，関係調，間接疑問文の疑問調)の直

後に限られる。

ただし， erが現われる位置であっても，アクセントを置いて強調したい

場合には，かわりに hyを用いることができる。したがって，次の用例では

アクセントを置きたい場合に， erのかわりに hyを用いてさしっかえない。

Ik wit dat er juster siik wie. ，.私は彼が昨日，病気だ、ったことを知って

いるJ (従属接続詞の直後)

De moarns waard er trochwiet wekker. Ferheard seach er op 'e 

wekker. ，.その日の朝，彼はび、っしょり汗をかいて日が覚めた。驚いて

彼は目覚まし時計を見たJ (定動詞の直後) (ULI'S， A 6 : 8) 

Komt er moarn ek? ，.彼は明日も来るのかJ (定動詞の直後)

Om 't er ut en troch graach in aike mei， hat er fiif hinnen. ，.ときどき
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卵がほしくなるので，彼は雌鳥を5羽飼っているJ (従属接続詞の直後)

(ULI'S， B 11 : 14) 

Ik kin it famke dy't er earjuster sjoen hat. r私は彼がおととい会った

女の子を知っているJ (関係詞の直後)

Poes sit yn 'e doar en betinkt hoe't er in mus pakke sil. r猫がドアの

内側にすわって，どうやってネズミをつかまえょうか考えているJ (間

接疑問文の疑問詞の直後) (ULI'S， A 7 : 8) 

(b) erを用いない場合

次の場合には erを用いることができない。

① 前域

{J屯)/* Er} komt moarn ek. r彼は明日も来る」

② 並列接続詞の直後

Mar {hy /* er} komt moarn ek. rしかし，彼は明日も来る」

③ 並列接続調としての datの直後

接続詞datについては注意が必要である。西フリジア語では接続詞dat

に続く文は，次の用例のような肯定文の場合，従属文の語I1買(定動詞は

文末)でも主文の語順(定動詞はdatを除いて 2番目)でもいい。つま

り， datは従属接続調としても並列接続詞としてもはたらしこのと

き，主文の語順をとる文が後続する並列接続調としての datの直後に

erを置くことは許されない (DeHaan 1983)。

i )並列接続調としての dat(定動詞は2番目)

Ik tink dat {hy /* er} komt moarn ek. r向上」

ii)従属接続詞としての dat(定動詞は文末)

Ik tink dat {HY / er} moarn ek komt. r私は彼が明日も来ると思う」

(HYはアクセントをもっ)

④ 命令形の直後

命令形は定動調ではないので， erはその直後には置けない。

Kom {hy /* er} hjir mar! rそこの男の人，こっちへ来なさい」

官ただし，命令形としてはhyを入れないのが一般的である。
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Kom同irmar! iこっちへ来なさい」

⑤ 文以外の比較の対象を示す asの直後

Ik bin riker as {hy/*er}. i私は彼よりも金持ちだ」

比較の対象が文の場合には，その文が従属文になるので可能である。

Ik bin riker as {hy is/ er oait wurde sil}. i私は{彼がそうであるより

も/彼がいつかそうなるよりも}金持ちだ」

『次の例の asは従属接続詞なのでerが許されると予想されるが，じっさい

は不自然な文になる。

? Ik bin riker as er is. i私は彼よりも金持ちだ」
この文では「だれより金持ちなのか」という情報を与える必要がある。し

かし.erはアクセントをもたないので情報価値が少なし不適当なため

に不自然な文になる。つまり，この例でerが許されないのは統語的な理

由ではなく，言語の運用上の理由による。じじっ，次の例ではtinkti考

える」が必要な情報を提供するのに十分なので.erを用いてさしっかえ

ない。

Ik bin riker as er tinkt. i私は彼が考えているよりも金持ちだ」

(3) 2人材、親称、単数主格連接形ーo[o:u]/-e [e] (←-do/-de) 

(a) ーo/-e(←-do/-de)を用いる場合

連接形ーo/-e(←-do/-de)は人称語尾-st((5))の後に付加されて -sto

[sto:u] / -ste [st;:}] として現われる)。人称語尾引がなければーo/-e(←-do 

/-de)は現われない。ーo(←-do) はアクセントをもつことがあるが (-sto

[.瓜o:u，瓜o:u])，田e(←-de)はアクセントをもたない (-ste[st;:}])。両者

はそれぞれもt-do/-st-deの連続が語中子音の無声化 (919 (3)(a)①)と二重

子音の縮約 (916) を経た形である。人称語尾引は直前の歯茎音の縮約や

脱落を起こすことがある(例.datsto [d::>t-sto:u]→ [d::>sto:u])。現われ

る位置は erと同様に，定動調と「補文導入要素J (補文標識dat/-tを伴っ

た従属接続詞，関係調，間接疑問文の疑問詞)の直後に限られる。

er ((2)(a)) と異なってーo(←-do)はアクセントをもつことができるので，

かわりに基本形do(du)を用いる必要はなく，じっさいーo/-e(←-do/-de) 

の現われる位置で基本形do(du)を用いることはできない。たとえば，次の
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間例では“。(←-do/-de)のかわりに do(dO.)を患いることはできない。

この点がerとの重要な違いぞある。

lk tink {ぬおお [d::Jsto:u，d::Jst6:uJ/ dぬた [d::Jst;}]/* da桜 do[d::Jzdo:u]} 

juster siik wiest. r私は君が昨日，癌気だったと患う J (datsto 

[d::Jsto:u]. datste [むst;}]， datst do [dJzdo:u]という発音になるこ

とについてはS19 (3)(a)参照。以下罷接)

Witsto乱vatstodochst J an? rヨン，おまえは自分が何をしているかわか

るかいJ (witsto [vlsto:叫←wit悦情。定義主謂の[l[後:watsto [v::Jsto:u] 

wat剖目。間接続開文の疑開詞のI院後) (ULI'S， A 18 : 10) 

Asto echt δffalle wolst， dan soesto yn elk gefal de suker stean litte 

moatte. r本当にダイエツトしたいなら，とにかく君は砂糠を控えなけ

ればだめだ」伝説。←制化引ーo従

定動翻の直後) (ULI'S， C 3 : 7) 

の直後;soesto←soe-st巴O

Sytske frege ojきtoit wol oan koest， al1innich dit grutte hus op oarder 

halde. rおまえがひとりでこの大きな家を守っていけるだろうかとシツ

ケが聞いていたよJ (of (t) sto bsto:吋←。ιt-st-。従属接続続の誼後)

(Bangma 19932 : 67) 

Dit is dy frouめ，'tstejuster sjoen hast. rこれが君が昨日会った女強だj
(d)ぺste[disぬ〕←dy-t-st-e爵f系織の直後)

制 。/-e(←-do/-de)を吊いな
er ((2)(b)) と同様に，次の場合には -o/-e(ぃ-de/-do)を用いることがで

きない0

3 前域

{ρ。/*Sto/権Ste}komst moarn ek・f君は明日も来るんだ」

等法列の接続詞の穫後

{Mar do /* Marsto /* Marste} komst moarn ek. rしかし，教は勢ヨも

来る

@ 並列擁続調としてのdatの直後

datについて注意が必要であるのはer((2)(b)) と同様である。
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i )並列の接続詞 は2番目)

Ik tink {dat do /* datsto / *ぬtste}komst moarn ek. r私は殺が明日も

来ると思うJ

ii)従属の襲続詞(忠動詞は文末)

Ik tink {*dat do/ぬtsto[dJsto:uJ / datste} moarn ek komst. 

が明日も来ると思う j

舎命令形の言霊祭

命令形は定動詞ではないので， -o/-eはそ は置けない。

{S:た do[sIzdo:uJ /づ'isto[sIsto:uJ /ネSiste[sIstdJ} it mar! I主主. 絞っ

てくださいよJ(Bangma 19932 : 7 

昨ただし，命令形としてはdoを入れないのが一般的である。

Sis it mart i言ってくだ浅いよ」

φ 文以外の比較の対象を示す紛の植後

Ik bin riker {α:s do [Jzdo:uJ/*αsto [Jsto:u} /* aste bstdJ}. r私は

よりも金持ちだJ(De Haan 1994 :部変更)

比較の対象が文的場合:

Ik bin riker {事前 do[Jzdo:uJ / asto [Jsto:u] / aste [Jstd]} oait wurde 

silst}. r私は{君がそうであるよりも/君がいつかそうなるよりも}金

持ちだ」

総伊 -e(←-de)はアクセントをもたないので， as伎

の可否は(2)(b)骨と問じ理由による。

そを用いた次の用機

?な bin riker aste bisし「私は君がそうぞあるよりも金持ちだJ
Ik bin riker aste tinkst. r私は君が考えているよりも金持ち

智 ik[;}k] (基本形ik[IkJ，弱形'k[kJとは別)を連接形とみなす意見も

ある (D君 Haan 1994: 86)。この意見によれば，次の伊jのようにik

[;}k]は連接形伎と向様に用いられる。

Miskien {moatik [Ik]/moat'k [kJ/moatik [;}kJ/moater} dyh記ゐふ
fもしかしたら{私は/彼は}君に手助けしなければならないかもしれな

いJ (ib.86変更〉
{Ik [Ik] moat/'k [kJ Moat/* Ik [;}k] moat/官 r moat} dy miskien 

helpe‘r{私は/彼は}もしかしたら君に手助けしなげればならないかもし

れないJ (ib.86変更)
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Ik tink {dat 後 [Ik]/dat'k比J/datik [;}k]/d昌ter} dy helpe moat. 
r" {私が/彼が}活に予防けしなげればならないかもしれないと私は思う J

(ib.86 

開業語の省略

(a) 穏を省略した文の議類

西ブリジア語の主語を翁略した文には一般に次の 2麓緩がある。

① 前域{主文の定動訴の言華麗〉以外で主鰭そ欠くもの

@ 欝域で主鰐書官欠くもの

舎のタイプは 2人権犠稔単数の代名詞に額られる(ょに.pro-drop)。③のタ

イプは場面・文IDまから話題になっていることが明らかであれば，主諸に限ら

ず， ついて悶こる〈ヱ.topic drop) 0 

①前域以外で主語を欠くもの

2人称親称単数主務の代名制に限られる(二人 pro-drop)。

Miskien {moa針。/moaおお/moatst-φ} moarn ek 1王omme.iもしかす

ると君は現日も来なければならないかもしれないJ

Ik tink {datsto / datste/ datsふφ}moarn ek komme moatst‘「もしかす

ると潜は明日も来なければならないかもしれないと私は恕、うj

Miskien {moat hy/moat er/*moatφ} moarn ek komme. iもしかす

ると彼は務自も来なければならないかもしれないJ

Ik tink {dat hy /ぬter/*datφ} moarn ek komme moat. iもしかする

と授は明日も来なければならないかもしれないと私は思う」

Miskien {moatte jo /* moαtteφ} moarn ek komme. rもしかするとあ

なたは明日も来なければならないかもしれないJ

Ik tink {dat jo /* datφ} moarn ek komme moatte場「もしかするとあ

なたは勢日も来なザればならないかもしれないと私は思う」

Miskien {moatte Jim(me)/*moatteφ} moarn ek komme. iもしかす

ると毅たちは萌自も来なければならないかもしれないJ

Ik tink {dat jim(me) /* datφ} moarn ek komme moatte. iもしかする
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と君たちは明日も来なければならないかもしれないと私は思うJ

種の人称代名詞の患劉は割愛する。

②前域で主語を欠くもの

・文脈から話題になっていることが明らかな任意の文成分

topic drop)について可能である。

{Do/φ} moatst moarn ek komme. r君は明日も来なければならないJ

{め/φ}moat moarn ek komme. r彼は明日も来なげればならない」

{主語がhyr彼j であることが場慣・文艇から明らかな場合)

{}o/φ} moatte moarn ek komme. rあなたは明日も来なければならな

いJ (主語がjorあなたj であることが場欝，文紙から明らかな場合)

{}im(me}/φ} moatte moarn ek komme. r諮たちは明日も来なげれば

ならないj (主語がjim(me)r君たち」であることが場開・文島そから明

らかな場合)

穂の人税:代名詞の用併は鰐愛する。

次の会話のように，省略される話題は弓的識のこともある。

A : 1s deral ien yn by de dokter? 

B : J a， dy jonge fan Kuipers.φR会nop krukken， hy hie wat oan it 

ankel. 

A : N ee. ik leau de knibbel. φHat er oprt1n mei it fuotbaljen." 

A: rもうだれか診てもらっているのかしらJ

B : rああ，カイペノレさんの坊やがね。松葉杖をついていたな。定首を

めたらしいよj (φ=dy jonge fan Kuipers rカイペルさんの坊

やj，主語)

A: rいや，藤じゃないかと思うわ。サッカーでいためたのよj (φ之江de

knibbel r藤j，詩的諮) (以上Bangma19932 : 45変更)

次の会話で殺露告されているのはdanrそれならJ といった爵詞であると

も考えられる O

Mem : Wannear woest der戸l?

Heit : Sa gau mooglik. fan 't simmer noch. 

107 



北大文学部紀要

Mem: De bern geane aanst earst fjouwer wike op fakansje. 

Heit:φKinne wy yn dy tiid moai ferhuzje.φSitte wy der yn as se 

werom komme. Foar har in moaie ferrassing.φNoegje wy 

har nei de fakansje ut op it nije adres. (…)φKinne wy oantoane 

dat 'dy alde lju' noch wat oandoarre. 

母，.いつ移りたいっていうの」

父，.できるだけ早く，今年の夏にもだ」

母，.子供たちはもうすぐ 4週間はバカンスに行ってしまうわ」

父:，. (それなら)そのあいだに引っ越せばいいだろう。(それなら)あ

の子たちが戻ってきたときには，もうそこにいるわけだ。び、っくり

するぞ。(それなら)バカンスがすんだら，新しい住所に呼んでトや

ることにしよう。(…) (それなら) w年寄り』もまだ何かやらかす

んだってことを見せてやれるじゃないかJ (以上ib.67)

前域は場面や文脈から明らかで省略し7ても誤解が生じない話題(トピッ

ク)が置かれやすい位置である。②のように，この位置で主語に限らず，任

意の文成分の省略が可能なのは，このような言語の運用上の理由による。一

方，①の省略は話題とは関係がない。この場合の主語の省略は統語的な現象

であり，その理由は 2人称親称単数に特有な語尾引によって形態的に主語

がはっきり決まることに求められる。以下で扱う主語の省略は①の場合であ

る。

(b) 2人称親称単数の代名詞を省略した文

上述のように， .sto/-steは連接形ーo/-e(←-do/-de)を伴わずにもtだけ

で現われることができる。これは主語の人称代名詞を省略した文である。

もtの可否はもto/もteの可否と同様である。

Ik bin riker {αs do [::>zdo:uJ /本邸to[::>sto:uJ/*aste [JstaJ/*ast-φ} 

「私は君よりも金持ちだ」

Ik tink {* dat do / datsto / daおte/datst-φ} moarn ek komst. ，.私は君が

明日も来ると思う J (従属接続調としての dat，定動調は文末)

Ik tink {ぬtdo/*daおto/ * datste / * datst-φ} komst moarn ek. ，.私は君
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が明日も来ると居、う J (並列接続詞としてのおじ定動詞は2番吾〉

{Sis do [slzdo:u] /* Sisto [slsto:u] /* Siste [slst;:) J /守isふφitmar! 

「君，言ってくださいよ」

Ik bin riker {ω do [Jzdo:uJ/*αsto [:Jsto:uJ/*aste [Jst;:)Jj*astφト

よりも金持ち

Ik bin riker {* as do / asto / aste/ astφ} oait wurde silst. r私は君がい

つかそうなるよりも金持ち

Ik bin riker {，. as do / asto / aste/ ast-φ} tinkst. r払は君が考えているよ

りも金持ちだ」

経F 次の用例の可否は(3Xb)寄と同じ理的による。

?Ik bin riker ast-o bist. r私は君がそうであるより
Ik bin riker ast-φtinkst. r私は君が考えているより金持ちだJ

(c) 連接形-0/-e (+--do/ -de)の省略と基本形do(ds)の省略

リジア語では主語の2人称親称単数の人教代名澗の省略は，

も基本形でもいい。つ求り，文中でも=注文の文頭でもかまわない。

① 文中:遊接形-o/-e(ゃ--do/-de)の省略

慌の謹後であればどんな場合でも省略が可能である。次のi7iJで省略さ

れているのは議接形である。

H oe bedoelsf-φ? rどういうつもりなのJ (Bangma 19932 : 30) 

Och， Gabe， jonge， do witst net watst' -0 seist. rおや，ガーベ，おまえ

は島分が荷を言っているかわかっていないなJ (ULI'S， A 19 : 7) 

Ast-φno earder thus komst fan 'e middei， dan ha wy noch in goed 

oere om wat te keapjen. の午後，もっと早く婦宅すれば，私

たちは買い物をするのにまだたっぷり 1時間も

19932 : 25) 

あるJ (Ban叙ロa

Drinte is ek sa'n provinsje derst-φprachtich fytse kinst. rドレンテ

{オ.Drenthe)はすばらしくサイクリングができる州でもあるJ (der・

(t)ste [む(:)←der-t-st-e)(ib. 19932 : 175) 
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② 主文の文頭:基本形do(du)の省略

次の例で省略されているのは基本形である(~ 37 (3)(d))。

Ja， ja，φhast gelyk. ，.そうそう，君の言うとおりだJ (ULI'S， A 16 : 8 

変更)

φKinst hjir fan alles wol krije. ，.ここでは君は何でももらえる」

(Bangma 19932 : 7変更)

Ja，φkomst troch streken derst mei de auto noait komst. ，.そうさ，

君は車では絶対行けないようなところを回るんだからJ (ib. 175) 

官歴史的には定動詞の 2人称親称単数の語尾.stは，ドイツ語の stなどと

同様に，本来の人称語尾 sに2人称単数代名詞主格形のdoが連接して，

後代に発達したものである(定動調.s do→定動詞.s.do→定動詞+

{to/ーte}→定動詞.s.t)。したがって，歴史的には西フリジア語で‘φ

Komst.' ，.君は来る」と言えば，すでにそれだけで2人称親称単数代名詞

をつけていることになり，‘Dokomst.' ，.同上」は本来，余剰的である。

西フリジア語でゆ Komst.'，.向上」のような主語を欠く文が許されるの

は，ーはという語尾が形態的にはっきりと 2人称親称単数の標識としては

たらくようになったことと並んで，このような歴史的な理由による。

(5) 人称語尾・stと補文標識の「活用J

もto;'steは補文標識の人称語尾-stと2人称親称代名調単数主格連接形

ーo/-eの連続である。

引は主語が 2人称親称単数の場合，定動詞と補文導入要素(補文標識

dat;.tを伴った従属接続調，関係詞，間接疑問文の疑問調)の直後で現われ

る。ーははこの場合になくてはならず，これ以外の場合にあってはならない。

一方，連接形ーo;'e(←-do/-de)が現われるのは stの直後に限られるが，

現われるかどうかは自由である。連接形が現われなくてもいいのは， (4)(a)で

述べたように，引によって主語が2人称親称単数の代名詞であることが明

らかであることと関係がある。

定動詞の位置は補文標識の有無に依存している。補文標識がない平叙文の

主文では，定動調は2番目の文成分の位置に現われることができるが，補文

標識がある従属文では，その位置が補文標識によってふさがっているので，
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定動認は文末にとどまっていなければならない。構文標識の位罷と平叙文の

全文の定動詞の位置は向じイ立闘であり，需者のどれかひとつだけに出められ

ている必要がある。

(do kom-st r活は来るJ) と補文標識の引は関じ機能をもち，し

かも本来的に文中の同じ稔麓に現われている。つまり，動詞の戒と

標識の引は同一であり，ともに 2人稔毅斡滋数の変化諮思であるといえ

る。このように，茜ブリジア諮では定動詞と問機に構文標識も主語と「ー

し，主語が 2人称親称単数的場合にかぎって?活用」する (Visser

1988 a， Hoekstra/Maracz 1989 a， 1989 b， De Haan 1994)。

必o/-steを‘(裕文様識/定動詞}の人称語尾(ー坑)+ 2人称親称単数代名
澗 (-o/-e)，とみなす上述の立場にたいして， -sto/-st在全体を 2人称親称

単数代名諮の連接形とみなそうという意見がある (Ti告rsma 1985: 62， 

Vandぽ期間r1991 a)。しかし，この考え方では次の事実の説明に矛震が

生じる。

i )抜き取り

HYi til1k ik [{dat *eη/datφJm儲 rl1komme r彼は，私は明

日来ると患う J (De Haan 1き94:部変更)

Do] tink ik [{ぬおt/*dat0i} moarn komme silst]. r潜は，私は境

と思う J (ib.83変更)

ii)等位接続での省略

Ikwitnet {hoe'ter/hoe'tφ} en wannear't er hjir komt. r彼がどの
ように，そしていっここに来るか私は知らないJ (ib.83変獲)

1k wit net {hoe'おt/*hoe't-0}暗殺wannear'tsthjir komst. r君がどの

ように，そしていっここに来るか私は知らないJ (ib.83変更)

はそ代名詞連接形(の…部}とみなすと， I司じく代名間連機形である er
の有無k文法性の判定が爽なることが説壊できない。しかし，これそ人称

語尾とみなせば， けでは供。の代名諮の部分である -0 (ぃdo)だけが

取り出され，人称語尾"はが取り出せない理由が説明できる。問機に，

ii)では人称懇隠はが省略できない理由が説暁できる。したがって，

-sto/必e全体を 2人称毅称単数代名制の連接形とみなそうとする意晃は

談りである (DeHaan 1994 : 82 f.)。

g 補文標識が活用するという考えか?とは三討しすでにVanHaeringen 

(1939)やVanGinn巴ken(1939)に克られる。同様の現象は 2人称親称

単数に際らず，オランダ諮やドイツ語の方言にも京く存在する。
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(6) dy'tst [dist] 

関係代名詞単数主格dy't[dit]に人称語尾引がついた dy'tst[dist]は，

連接形の用法について例外的な現象を示す (Hoekema1989 : 143)。

① dy'tstには連接形ーo/-e(←-do/-de)がつかないこと

Do， {dyt'st/* dy'tsto /キ:砂初e}gjin siler bist， hoechst grif gjin boat. 

「ヨット遊びをやらない君にボートは必要ないだろう J (ib. 143変更)

② 先行詞は主格基本形doに限られること

先行詞が連接形回o/-e(←-do/-de)や目的格の場合には，人称語尾-st

のない dy'tを用いる。

Moasto， {dy't/*め，'tst}gjin siler bist， in boat hawwe? [ヨット遊びを

やらない君にボートが必要なのかJ (ib. 144変更)

Foar dy， {dy't/*め，'tst}gjin siler bist， is in boat oerstallich. [ヨット

遊びをやらない君にボートはよけいだJ (ib. 144変更)

ただし，この構文の文法牲については判定が揺れている。とくに関係代

名詞に dy'tが選ばれた場合には，上の例文で定動詞が2人称親称単数

形bistではなく 3人称単数形 lSになるという判定もある。

Moasto， dy't gjin siler is， in boat hawwe? [ヨット遊びをやらない君に

ボートが必要なのか」

Foar dy， dy't gjin siler is， is in boat oerstallich. [ヨット遊びをやらな

い君にボートはよけいだ」

官ドイツ語の標準語では関係文中のduの有無と定動詞の人称語尾との関係

が規範的に決まっている。

ド.du， {der du kein Segler bist/ der kein Segler ist} rヨット遊びをや

らない君」

~ 39 人称代名詞の再帰的用法

(1) 再帰代名詞 (itweromwurkjend foarnamwurd)の欠如

代名詞にはその代名詞が含まれる文や他の文の中のさまざまな名調句を受

ける用法がある。そのなかでとくに代名詞が含まれる単文(あるいは単文に

準じる最小単位)の主語名調句を受ける用法を「再帰的用法J (it werom-
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wurkjend gebruk) という。この用法には単文の主語である名認勾をそれ以

外の名詞句から話揺する役目があるので，とくに3人稔で重要である(話者

や相手は主語か苔かにかかわらず決まっているので，伝部する必要がない。

この点で英語は特畿マあるJ。ドイツ鵠 (sich)やオランダ語 (zich)には

3人勢代名詞(および3入総から転じた2人稔代名詩)の目的格に警部な降

i誇1-t名詞があり，北ゲルマ はさらに所有代名詞の降矯形詰in，sin i自

分む」がある。しかし，西ブリジア語には北部ゲノレマン語の特徴のなごりと

して再帰代名詞がなく，再帰的F立法にも人称代名認を用いる。

したがって，次の文は him，syn Pyt と，主語以外の

とがある。

丹twasket him. 

i) iピトは自分の体安洗う J (him= Pyt) 

ii) iピトは(ピト以外の)興的人の体を洗う J (himヰPyt)

汚Ittute syn frou. 

i) iピトは自分の饗にキスしたJ (synニPyt)

ii) rピトは(ピト以外の)男の人の饗にやスしたJ (syn本Pyt)

日ー再綴ft名剥がないのは北フリジア語でも時様である。たとえばブェリング
方きはじフ.fering)では次のように言う (Braren/Wilts/Sjδlin校総2 • 

39)。

Hi twait ham. 

i) I彼は自分の体を洗う J (hamごとhi)

ii) I彼は(彼以外の}男の人の体を洗う J (ham対1I)

ただし，東フリジア議(東ブ.seelt日rsk)は低地ドイツ識から再録代名

詞sik告と{1!i用した (Fort1980 : 197)。

Hiei waaskt sik，. r彼は自分の体を洗う J (sik ~コ hie)

Hie， wa昌skthi問 I彼は(彼以外の}男の人の体を洗う J (him叶lIe)

オランダ謹の再帰代名詞zichは高地ドイツ蒸かちの借用であるの記

Vries 1987 : 863)。
Hij， wast zicM. r被は自分の体を洗う J (zich=hij) 

Hij， wast henち r彼は(彼以外の)男の人の体を洗う J (he獄中h日)
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(2) 再帰表現について

(昌) 再帰動能と強欝詩の再1常的用法

犠詞十人称代名語 によ は，もっぱら蒋帰告に用いる

(例.jin fersinne 'まちがえるJ) と，

， 1m動請の再:理的期法J (倶1.immen waskje 

waskje '自分の体を洗うJ) とがある。

を再帰的に用いる

の体を洗う j →jin 

どでは罷3霊的に再帰表

現を不定代名謂jin，jins (men ，(話者を含めて一般的に)人はJ の目的格

と所有格)，非再帰表現を不定代名詞immen，synで示している。

jin， jins が men の再帰代名誌であるという意味ではない(~ 42 (2)(b))。

φ 再掃動語
HYl fersinde {him/*my} mei de wei骨「彼はi援をまちがえたJ (，…私

にまちがえさせたj という意味にはならない)

② 能動鰐の再帰的用法

HYl hat {himl/ my} skeard. {自分の/私の}ひげをそっ

(b) f自動詞や畠勤裁から転用

f生動詞からの較用:状態や結果を示す文成分伝伴うもの

本来， f混動詞でありながら用法によってはもっぱら再帰的に罵いるも

のがある。たとえば，他重左翼fiele'感じるj は再勢約に用いた人稔代

目的格と状態安示す文成分を伴って小節(ニL. small clause)そな

すと，もっぱら斡罪的に「自分を…と惑じるJ という意味で用いる。

持1;fielde {him;/*mグ}sloρen siik. '綾は(自分が)ぐったりして病

気のように感じた」子被は私がぐったりして癌気でるるように感じたj

という意味にはならない) (ULI'S， A 6 : 8変更)

jin sed ite '満腹になるまで食べるJ (←ite '食べるA

的に沼いた人総代名語呂釣捕と結果を示す文成分そ伴って小館をなして

いる。これは「自分を識援になるまで食べるJ という意味ではない。

De rikeljt4 koene harrenl sM ite oan it oerfloed fan spizen. '金持ちは

あり余るほどの食べ物を腹一杯食べることができたJ (ULI'S， B 3 : 

11) 
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岳地動諮からの転居:非分離の前綴りを停って再帰動詞を形成するもの

状態や結果そ示す文成分会伴うかわりに，非分離の前議りを持って新た

に再帰動認を形成するものがある。

砂金'1hawwe USI oeriten. r私たちは食べすぎたJ (jin oerite r食べすぎ

るj ←iter食べるβ

この動詞は再帰構文以外に用いることができない。

WYI oerite oan allerhande unnut iten. r私たちはやたらにいらない

ものを食べて食ぺすぎになるJ (部上) (ULI'S， C 3 : 9変更)

紳助 oerite{*oan allerhande unnut itenj*us allerhande unnut 

iten/ホallerhandeunnut iten}. 

宮オランダ語も同様。

Wij overeten ons aan al1巴rhandeonnodig eten. i関上」

特 i勾 overeten{*aan註llerhandeonnodig抗告ロ/ホonsallerhandεon-

nodig eten/*allerhandεonnodig eten} 

時P ただし， jin oerite i食べすぎるJ については，比験的な表現として in

kwaal oerite i滋養に富むものを食べて続を克服するj 沼紛tema1984 : 

683) という俄動制的な表現が追うる。

φ 自動詞からの転用:結果そ表わす文成分を伴うもの

本来，目的措なとらないいわゆる自動詞でありながら，再帰釣に用いた

人称代名詞目的轄と結果を恭ず文成分を持って小節をなす再鍔構文を形

るものカ宝ある。

劫;atarbeiden har(ren}j stii説en.r彼らは働きすぎてくたくたになったJ

(j知事tikkenarbeidzje rくたくたになるまで働く」←arbeidzjer働

くJ)

市街 switteha1i oan wetter‘「彼女は汗びっしょりになったJ (jin oan 

wetter switte r汗ぴっしょりになるJ ←switter汗そかく J)

④ そむ裁

再婚動詞， f也動語，自艶踏のいずれにも弱い，意味的な対誌がはっきり

せず，転用の擦係がわかりにくいものがある。

Ik haw my dearun om de trein noch te heljen‘「列三容に需とか間に合う

115-



北大文学部紀要

ように私は必死で走ったJ (再帰動調jindearinne) (Zantema 1984 : 

160) 

Dy jonge rint de aldman dea. Iあの男の子はじいさんを引きずり回し

ているJ (他動詞immendearinne I…を引きずり回すJ) Cib.160) 

De feartゆztyn 't doarp dea. Iその運河は村の中で行き止まりになっ

ているJ (自動詞dearinneI行き止まりであるJ) Cib. 160) 

(3) 再帰的用法と非再帰的用法の人称代名詞

(a) 語形の種類

S 36 (2)の表に掲げた 3人称代名詞の目的格はすべて再帰的に用いられるわ

けではなく，再帰的用法と非再帰的用法とで語形的に完全には一致しない。

非再帰的用法 再帰的用法

単数男性 him him 

女性 har， se har 

中性 it， 't him (物事，男の人)， har (女の人)

複数 har (ren) ， se har(ren) 

F 北フリジア語では中性単数形が再帰的用法と非再帰的用法とで語形的に一

致しない。モーリング方言(北フ.mooring)の用例を示す。

Datl draait {hamJ* etl/* aa4}. Iそれは回っているJ (etはdatの弱形;

ド.Das dreht sich.) (清水1992: 100変更)

Datl ferstoont {hami/*etJ*aa4}. Iそれは自明だJ (ド.Das versteht 

sich.) (ib. 100変更)

Jロtwoitaat bjarnj en tjucht e4δnj. I彼女はその子供の体を洗って，着物
を着せるJ (ド.Sie wascht das Kind en zieht巴san.) (W alker /Sjδlin 

1986 : L 7.1) 

ヰ二;:，Dat bjarnl touf haml uler. Iその子供はけっして自分の体を洗わな

かったJ (ド.Das Kind wusch sich nie.) (ib. L 7.4) 
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(b) 摺々の用例

お itのかわりのhim，har 

i)物事を表わず場合

物事を示す中性名詞，中性代名詞および従麗文のように itで受けるも

のには，再帰的用法で、himを用いる o itは患いない。

1t waω'! hold {himJ*i4} goed. rフミ荒はもちこたえ

「もちこたえるJ) (Visser 1985: 63変更)

そのit主の用例。

{←jin halde 

Yn earder tiden hat it Frysk yn in folle grutter gebiet as no de taal 

W部 tder't it fol長 himjyn utere. r以畿はフリジア揺が今よりずっと

い地域で人々が自らを表現する言語だったJ (Stienstra 1982 : 31) 

1tj lit himl tinke. rそれはもっともだ」

[Dat d包tnet.sunder g!約金;enbliuwt] j lit himi tinke! rそれが後をひか

には終わらない結果なし?はとどまらない)ことは明らか

(ULI'S， B 9 : 7) 

sels ((4))を用いた場合も持議である。 *itselsは不可。

1n wur~ kin op hinzseムドryskweze en neffens de foarm ek Frysk 

bliuwe， mar doch ferhollanskje. ，.語がそれ議身としてはブリジア語で

あり，語形からもフリジア語であり続げながら，オランダ語化してしま

うことがあるJ (Breuker 19922 : 16) 

14 seit hinzsets1 dat yn elts doarp troch al dy jierren hinne in hechte 

mienskip t1ntstien is. rどの村にもそうした長年のあいだに緊密な共同

体ができあがったのは当然のととであるJ (ULI'S， C 11 : 2 

ii)人を表わ

人そ示す~性名制(例: it bern ，.子供J，it jonkje it famke 

r女の子J)の場合にはラ議熱性を懐光容せるという らitではな

く， him， harを患いる。

1t bernj ferfeelt {himl/ ha1i }. rその子供 しているJ (←jin fer-

fele ，.退窟ずるJ，himとharの裂い分けは子供母性剰による)
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It famkel skammetル'lr..foar har stikkene jas. rその女の子は自分のい

たんだこJ トのことそ恥ずかしく患っているJ (←jin skamje r恥じ

るJ) (じLI'S，B 18 : 21 

@ seのかわりのhar(ren)/har

持帰的用法には3人称複数形でhar(ren)，3人称単数女性彰でharを

いる o seは用いない (S37 (6)(c)器入

師向 fersinden{har(ren)J* sel} mei dat telefoannummer.鳴ら{設女

ら〉は電話番号をまちがえたJ (Bosma-Banning 198F : 69 

Hjal ferried {har../*sej}. r彼女は運転していてi震に迷ったJ いjinfer-

ride r運転していて道に迷うλ

sels ((4))を用いた表現も同撲である。 *sesels

De minsken harken net nei wat God ferteld念品 tochtenalIinne oan 

{ harse lsl / hω抑 nselsJ行eselsl}.r人間たちは神様の言ったことに耳を傾

けようとしなかった。 f皮らは

fan Noach 

ちのことばかり考えたJ (De Arke 

③ men [man] r(話者を含んで一般的に)人は」にはjinを用いる (s42 
(2)(b))。

It is better jin te fersinnen as jin te fe伽~sten. rへまそする(jin

fersinne)合はまちがって人の金に手を出す(jinfertaaste)よりまし

(Beintema 1990: 38) 

沼，.jin， jinsがmenの袴婦代名前jであるという意味ではない (942 (2)(的。

(4) sels 

(a) sels o意味

sels [sεls]を名蹄匂や代名詞の後に置くと， r(その名調句や代名欝)自

身j という意味になるoseIsはまた，名鰭勾や代名詞とは分離した金麓

われて， r (その名義匂や代名詞)自身j という意味になることがある。

ただし， seIsは英語の -self/働selvesと違って，日約語の代名詞の直後だ砂

ではなく，主語の名詞句や代名諮を指すものとしても用いる。したがって，
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もっぱら再鎗的用法を明示するとは隈らず，主語自身による行為を強調する

ことにもなる ((b))。

宜容elsは英語の-self/-selvesよりもオランダ諮のzelfやドイツ語のselbst
に似ている。{何elde(n)(941 (2Xc))参態。

Pyt w郎 ketsels. rピトは自分で洗譲をするj

Pyt wasket Jan sels. iピトは{指分でヨンの体を洗う/ヨン自身の体を

う}J

したがって，次の文はやはりあいまいである O

Pyt wasket him sels. 

i )τピトは昌分で(ピト以外の)男の入の体を法う J (hir投手Pyt)

himとselsのあいだに休止をはさみ， himに強識のアクセントを

置く [hImselsJ 

ii) iピトは自分で自分の体を洗うJ (him=Pyt) 

himとselsのあいだに休止をはさまず， himに強調のアグセント

安置かずに発音する [hlmselsJ

正繋法で次のようにhimとselsをま kめて 1

意味であることがはっきり示される。

Pyt wasket himsels. iピトは自分の体後洗う J (him=Pyt) 

くと， ii)の再帰的

)
 
b
 
(
 

seIsの用法

selsは主語の穫後に付加したり，主語とは離れた位畿で用いて r(主題が)

爵分以むという意味になることがある。

Y n in boek wurdt ferteld oer saken dy't josels soms meimakke 

hawwe. i書物の中にはときにはあなた自身が体験した事柄が諮られて

いることカまあるJ (ULI'S， A 16 : 7) 

Dy kinne je sels net neisjen. rそれはあなた自身では薙かめられないj

{むLI'S，A 16 : 8) 

Do bist sels ferkeard! r君は自分がまちがってるんだJ (ULI'S， C 3 : 

8) 

Sels wurke se foar heale dagen曙「彼女ら自身，半日働いていたJ (ULI'S， 
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A 6: 8) 

Fan 砂 taalsels is lykwols neat bewarre bleaun. rその言語自体につい

ては何も残されていないJ (Boersma/Van der W oude 198F : 7) 

『英語ではI...myself，he...himselfなどと言い， * Iself，勺leselfなどとは言

わないことに注意。

(c) selsを使っても使わなくてもいい場合

他動詞の再帰用法では selsの使用は任意であることが多く，対比や強調

の意味でselsを使う場合が多い。

協少'iskeare {USI/ usseゐI}'r私たちは自分のひげをそる」

Sei har {har(renU harselsl} al hielendal oan it nije libben oanpast. 

「彼らはもうすっかり新しい生活に慣れたJ (ULI'S， B 20 : 8変更)

Ik kin {my / mysels} moai bedrippe. r私はけっこう暮らしていける」

(←jin (sels) bedrippe kinne r生計を立てるJ) (ULI'S， B 11 : 13変

更)

(d) selsを使えない場合

再帰的用法でしか使えない本来の再帰動詞では，目的語の 3人称代名詞を

他の代名調から区別する必要がないので， selsを付加する意味がなく，じっ

さいに付加できない。

HYi skammet {himJ勺lImselsl}. r彼は恥ずかしく思っている」

(←jin skammje r恥じるJ)

HYI fersint {himi/キhimselsl}hieltyd. r彼は勘違いしてばかりいる」

(←jin fersinne rまちがえるJ) (ULI'S， C 20 : 12変更)

WYloerite {向/* usselsi} oan allerhande unnut iten. r私たちはやたら

にいらないものを食べて食べすぎになるJ (←jin oerite r食べすぎるJ)

(ULI'S， C 3 : 9) 

『オランダ語も同様。ただし，再帰代名詞として zichを用いる。

Hij schaamt {zich/*zichzelf}. r向上J (← zich schamen r恥じる J)

Hij vergist {zich/*zichzelf}. r向上J (←zich vergissen rまちがえるJ)

Wij overeten {ons/*onszelf} ann aIlerhande onnodig eten. r同上」

(←zich overeten r食べすぎるJ)
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なければならない場合(記) sels 

持到に という3意味そ強議す は， selsを付加しなけれ

らないことがある。とく ヨ的語である場合tこ多い。

foar jinseIs weze r利己的であるJ foar jinsels stean r自活するj

ta jinsels komme r正気に返るJ fan jinsels falle 

op jinsels weze r独り立ちしているJ

jinsels {bliuwe!weze} r動じないJ

フJ

Nosto総 nstop {. dy! dysels} silst， moatte wy der dochs eefkes oer 

gear. rあなたはもうじきひとりつ?やっていくのだから，私たちもそろ

そろ伺か準鑓しておかなければいけないわねJ (Bangma 19932 : 83 

更)

[Dy't by elk in besten is] 1 ， is in minnen foar {* himl! himselsi}' rだれ

にとっても良い人は自分にとっては悪い人だ{ことわざ)J (Beintema 

1990: 17変吏)

Elki is {* himl! himselsi} de neiste. rだれでも自分がいちばんかわいい

(ニもっとも近い。ことわざ)J Ob.33 

Sel hatet {* hafj! harselsd. r彼女は自己嫌惑に賄っている」

五yl'ken いhimi!himselsl} hielendal net. r彼は自分のことが全然わ
かっていないJ

隠伊ヌfうラン夕、語も ただし， として zichさを汚いる。

れ Zijhaat {匂ich/zichzelf} 
Hij kent {匂ich/zichzelf}. r同上J

ブ.ta {揃jin/iinsξls}komme r正気に返るJ

オ.tot いzich/zichzelf} komen r詩上j

(f) seIs r…さえj

selsをある文或分の直前に置くと r…できえJ という意味になる。この

場合のselsは「自身」という意味の場合よりもアクセント

Sels de heechste bεrgen rekken under it wetter. r一番高いu.!でさえ水

の下に沈んでしまったJ (De Arke fan Noach) 
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Up it stuit is it sels sa， dat wy net mear dea gean fan de honger， mar 

fan tefolle iten. rこんにち，私たちは飢えでではなく，食べ過ぎで死ぬ

ようにさえなっているJ (むLI'S，B 3 : 12) 

(5) 相互代名競(itwjersidich foarnamwurd) 

人聴代名詞はselsを持っても「たがいに」という樹互の意味を表わすこ

とはない。相互の意味には結立代名訴inoar[~nwãr] ， elkoar [~lkwár， 

~lk6<Jr ] malkoar [m::>lk6~r， m::>lkwar] (文語的)， mekoar [m~kwãr， 

m<Jk6<JrJ (口語的〉を鰐いる。 inoarren[anw釘 anJ，elkoarren 

[~lkwáran] ， m位協rren[makwむanJという語静もある。前置詞ととも

にl諮でつづることもある。 蕗ブリジア懇の桔2王子宮名詞はオランダ語， ドイ

と階嫌に主語として患いることはでき

協合 waskje{us / ussels}. r私たちは自分の体を説うJ

、tr'HU
 
Wyw部{inoar / elkoar / mekoarト f荘、たちはたがいに体を洗う J

ドイツ詣では蒋矯代名灘浜ch~;樹立の窓味でも用いること

点 Wij was紛れ{僻s(手琴錦)/ elkaar (栂笈)/ηzeA籾 Y
ニ人 We wash {ourselves (再燃)/ each other (朝 /oneαnother 
窓口*

ス. Vi tv袋ttar{oss 

様)

<=>ド.Wir waschen {鋭部

ト{地の北グルマン諮も問

1 
f. 

開・首奇形的にinoar ←in十oar)はドイツ惑のeinanderや

another (正確にはon針。主総r)に対Jt;し， elkoar (十

議の記achotherに対応ずる{スウェーデン諮のvarandra(←var-ト

andra)なども問様)"malkoar/m成。arはオランダ懇のmalkaar/me-

kaarが‘manlijc(ヱオーたおじに jeder)ander・在Iずに到来するのと悶

様である (DeVries 1987 : 156)0 

その閣のfflf列。

In fearnsieu ly11 binne se oan e及。arfersein. r四半世紀前にこ人は婚約

-122-



関ツリジア語の文法機i後一一代名詞

したJ (ULI'S， B 1 : 8) 

De bewenners wiene alhiel op mekoar oanwiisd. f住民はたがいに完全

に頼りあっていたJ (ULI'S， C 11 : 2変更)

Sport makket dat de minsken har bruorren en susters faninoar fiele. 

「スポーツは人々に ちがたがいに兄弟や姉妹であるように感じさ

せてくれるJ (Bangma 19932: 155) 

Sted en doarp komme op dizze wize hieltyd tichter byinoαr te stean. 

「都市と村はこうしてたがいにますます近づきつつあるJ (ULI'S， 

C 11 : 3) 

S4D 所有代名誤 (itbesitlik foarnamwurd) 

(1 ) 限定形と独立形

所有代名詞には名詞を鯵鋳ずる「限定形J (r…のJ) と単独で叙述的に患

いる f5E主立形J (r…のもおJ)があり， '[弱者とも蕪変イじである。独立静にい

くつか櫛形がある場合，用法にはとくに主義いがない。所宥代名詞の独立形は

形容詞の叙述F言語とちがって，主語や昌的識として名語句のかわりになる。

F良定形

1人称 myn [min] 

2人称懇務t dyn [din] 

2人称敬意 jo [jo:u] 

je [j;:)] (弱形)

Jms 

[j;:)ns， jI、])

3人称男性/隣'詫 syn [sin] 

123-

mines [mfms] 

minen (t) [mfnan (t) ] 

dines [dinasJ 

dinen(t) [dinan(t)] 

jowes [jd:was] 

〈文語jin(ne) s 

日。nas，jInas， jan号，WsJ) 

sInes [sin;:}s] 

sInen(t) [sinan(t)] 
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女性 har [har] harres [hardS] 

中性 syn [sin] sines [sIms] 

sinen(t) [SIndn(t)] 

く複数〉

1人称 白 [ys] uzes [yZdS] 

2人称 jim (me) [jIm (d)] jimmes [jImds] 

3人称 har(ren) [har(dn)] harres [hards] 

"... jins， jinnesの発音表記は， WFT 10 (1993: 67)にはjins[jln(i， jδnsJ， 

ノjinnes[jlilds，δildSJとあるのにたいして， Zantema (1984: 460)に

はjins[jdnSJ， jinnes [j <:l回sJ とあり，一定しない(~ 42 (2))。

.".. Hoekema (1992 : 20)は限定形jinsの独立形としてjinsとjowesを挙げて

おり， jinnesは挙げていない。一方， Van der Woude (1981 : 49)は限定形

jinsには語形的に対応する独立形がなく， jowesを用いると述べている。

(2) 個々の用法

(a) 白の発音

us [ys] ，-私たちの」は有声音が後続すると [YZ] と発音する。それ以外

は [ys] と発音する。独立形は Zを用いて uzes[yZdS] とつづる(語末音

の無声化， 04)0 

us auto [yz 5uto:] ，-私たちの車」

Us羽Turk[yz vOrk] ，-ユズ・ヴルク(フローニンゲン大学フリジア語

学科発行のフリジア語学文学の学術雑誌、)J

Us auto sjocht der krekt sa ut as jimmes. ，-私たちの車はあなたがたの

と同じように見えるJ (ULI'S， A 18 : 13変更)

Der stiet jim fyts en der stiet uzes ek. ，-そこに君たちの自転車がある

し，私たちのもそこにあるJ (ULI'S， A 18 : 13) 

『オランダ語の ons[コnsJ，-私たちの」と onze[5nzdJ ，-同左(変化形)J， 

ドイツ語の uns[UnsJ ，-私たち(対格・与格)J とunser[むnZdrJ，-私た

ちの」の発音を参照。
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(b) そのf患の用例

Dat is har brommer en net sines. iぞれは彼女のオートパイであり，彼

のものではありませんJ (ULrS， A 18 : 13) 

Dat is syn fyts en dat is harres. rぞれが披の

(ib.) 

Dizze hoed is heit sinen (t). iその!智子は父のも

B 18 : 13) 

(c) jo， (jin討「あなたのJ; jow部下あなたのものJ

あれが設女ので

(ULI'S， 

2人智敬称は大文字(Jo，Jowes)で書くことがある。限定形には

(あるいは大文字でJins)もあるが，聖警などで見られる古風な言いかたで

あり，今日ではふつう用いない。 jins(Jins)は今日では諮失したjy(Jy)

の属格であるの 1933年の聖欝訳 (G.AWumkes訳〉ではJinsそ用いてい

るが， 1978年 (19892) の新設ではおに変わっている (g37 (3)(的争入

むsHeit， dy't yn de himelen binne， Jins namme wirde hillige; Jins 

keninkryk komme; Jins wol1en barre allyk yn 'e himel， sa ek op ierde; 

(…) hwent Jowes is it keninkryk en de kreft en de hearlikheit oant yn 

ivichhei仁「天にましますわれらが父よ，調]名を崇めさせたまえ。鰐00

を来らせたまえ。都心の天になるごと心地にも来らせたまえ(……)

と力と栄えとは永遠に汝のものなればなり J (It Nije Testamint 

1933， Mattheus 6 : 9…131司正書法)

(d) ‘fan十{名詞/代名詞}'

所有代名詞の独立形は‘fan-ト{名詞句/代名欝}'によっても表現できる。

Dy boat is fan 'e buorljz札口Dyboat is de buorlju harrぉ rあのボート

は近所の人のもので、す.J (ULI'S B 18 : 20) 

Hokker jas is fan Q今? Hokker jas is {dines/ dinen(り}? rどのコ

トがお{のですかJ (ULI'S， B 18 : 18) 

持その他の表現

ien fan 持s/uzes}r私たちのひとりJ

{ te/by} uzes r私たちの{家/もと}でJ
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By uzes wie in jiermannich lyn in jonkje utfanhus. ，.わが家に数年前，

男の子が泊まったことがあったJ (Tamminga 1973 : 214) 

Sokken binne der by uzes tuzenen. ，.そういう人たちは私たちのところ

には何千人もいるJ (Sitenstra 1982 : 134) 

(f) 身体部位と所有代名調

身体部位を表わす名詞句には，所有者が同一文中の他の文成分から明らか

に特定できる場合，所有代名詞でなく，定冠詞をつけることがある。とくに

所有者がドイツ語のいわゆる「自由な与格J (ド.freier Dativ)のような所

有を表わす名詞句で示されている場合 (331 (5)②)や生理現象の意味ではそ

うである。

Ik ha pine yn ' e mu[e. ，.私は歯が痛い(=口の中が痛い)J (ULI'S， 

B 6: 10) 

官 pinemule，.歯痛」という語もある。同様にpineholler頭痛J (←pme yn 

'e holle r頭の痛みJ)など。

Ik ha de foet stikken. ，.私は足を折ったJ (ib.) 

Do bliedst ut 'e noαs. ，.君は鼻から血が出ている J (ULI'S， C 20 : 7) 

It swit stiet him op 'e holle. ，.彼は頭に汗をかいているJ (ULI'S， 

A 6: 8) 

De finger bleUe my juster sa. ，.私は昨日，指から血がたくさん出たJ

(ULI'S， C 20 : 7) 

所有代名詞を用いると，.他人のく身体部位〉ではなく，…自身のく身

体部位〉に」という対比の意味を表わす傾向がある。しかし，対比の意

味を表わさずに所有代名詞を用いることもあり，それほど強い傾向とは

言えない。

局Ihat in brief yn也 han.，.彼は手に手紙をもっているJ (ULI'S， 

A 3: 10) 

F この場合，英語では所有代名詞をつけることが好まれる。

He has a letter in his hand. r向上」

くi=>Se komt it simmerhuske yn en rint nei it bed. Se nimt de fersen 
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yn har hannen en lest. r設女は避暑地の別荘の中に入り，ベッドのほ

うへ4行く。披女は詩を手に取って読むJ (ULI'S， A 16 : 8) 

(3) ‘務者代名閥限定形や親族名称'

判所有{~名詩限定形の複数形そ患い

格子が:年上の親族である場合には，親族名称だけそ用いて 2人啓子ミ名請の

かわりにすること{倒:heit rおとうさんJ) はすでに述べた(~ 37 (3)(b)) 0 

年上の親族そ3人稔として扱う場合には，オランダ諮などと還って

所有代名詞につねに接数形を用いるのがふつうである。たとえば，

でも父離のことそ話題にするときには，川rlynheit r (私の)父」ではなく，

us heit r (私の)父j という。

結F オランダ語， ドイツ諮，英語では r(私の)父j は所有代名詞に尊重数形を

用いて次のように言う。

オ.mijn vader，ド.mein Vater，エ.my father 

的 memwie der grutsk op， dat ik sa'n goeie t吋insthie. r母は私がと

ても;立派に勤めたことを誇りにしていましたJ (ULI'S， B 2 : 18) 

“Do hast it fan jim pake， dat aventoerlike."“Dat soarchlike hasto fan 

jim beppe." r。哲は冒険好きなところはおじいさんから受け継いだんだ

「あなたの心配寵はおばあさんゆずりおJ (Bangma 19932 : 66) 

Us beJぅρeJantsje wurdt moarn tachtich. r祖母のミヨンチニιは明日で八

十になりま

Ik bin in soan fan命 heiten mem. 私は父と母の怠予ですJ (ULrS， 

A 1: 8) 

年下の親族にたいしても，親しみお気持ちをこめて所有代名詞の複数形を

用いることが多い。

む jonger (私の〉怠子J us faml沈下(夜、の)娘J

us Trynl沈下(私の){姉/妹/鰻}のトリンケJ (誌上Vander W oude 

1981 : 91， Stienstr・a1982 : 55， ULI'S， B 1 : 7 

Kin 食品Itskedan noch woI mei de bern oerkomme? rそれではシツケ
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が子慌たちを連れてきてもだいじようぷでしょうかJ (Bangma 19932 : 

65) 

(b) 所荷代名詞隈定形の単数形を吊い

ただし，とくに親しみの気持ちをこめるのでなければ，年下や鋒系の親旗

について3人称の所有代名語の単数形を用いる例が見られる。 オ

ランダ語の影響から年上の親族についても単数形と護数形む区別がはっきり

しない場合も増えている。

Myn beppesizzers komme wol gauris utfanhus. ，-孫たちがよく治まりに

りするJ (Bangma 19932 : 80) 

Myn dochter seit pake en beppe tsjin myn alden. ，-私の娘は私の陪窺に

たいしておじいさん，おばあさんと言う J (alden ，-寓窺」は親;族名称と

はいえない) (ULI'S， A 1 : 8) 

Us mem hat trije bruorren en trije susters. Dat binne myn 0総長esen 

muoikes. ，-(私の)fまは男の兄弟が3人と女の兄弟が3人います。ぞれ

は私のおじとおばですJ (ULI'S， B 11 : 6) 

It is hjoed us heit、synheite jierdei. ，-今告は(私の)父の父親の誕生日

ですJ (ULI'S， A 1 : 8) 

Dan krijt dat bern in kaart fan syn oerb噌pe.rそれからその子供はそ

の予の曾笹母からカードをもらいますJ (ULI'S， B 11 : 6) 

的所有代名詞限定第を用いな

とくに家族や親しい知人どうしの会話では，部有代名詞限定形をつ砂ず，

また，定結舗もつけずに，親族名聴をそのまま汚いるだげで十分であるc

f共の会話ではそれ以外の人にもこのように表現することが多い。これは~ 37 

(3Xbte述べたように毅挟名称を 2人称の表現とするのと悶様む 3人称とし

ても使っていると替える。

Heit en mem binne by pake en bep針。pbesite. Om知 enmuoike 

binne der ek. (…) Pake wurdt hjoed 75 ji肌(…)Pake kriget presintsjes. 

(…) Sa is de dei samar om. Dan moatte heit en mem en de bern wer 

nei hus ta. rお父さんとお母さんがおじいさんとおばあさんのところに
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やって来ました。おiよさんとおばさんもいっしょです。(…〉おじいさ

んは今日， 75裁の誕生日です。(…)おむいちんはプレゼントをもらい

ます。{いうこうして一日が惑わります。それからお父さんとお母さん

は家に婦らなくてはなりませんJ (ULI'S， A 11 : 2) 

(d) ，所有代名詞十bern'r...の子供たちJ

bern r子供J は単数形と複数形が同影の名詞だが，‘所有代名詩十bern'は

自分のすべての子供を指す表現として複数形で用いる。単数務で…人息子や

一人娘を指したり，何人かいる車分の子供のひとりを指す表現には‘月号宥{-'C

{jonkje/famke}，を用いるo

Myn bern sitte by in neef en in nicht， dat binne bern fan myn broer 

en skoansuster. r私の子供たちは5ちのいとこと女むいとこのそばにす

わっています。それは私の克(弟)と義理の克{弟〕の子供たちですJ

(ULI'S， A 1 : 8) 

Aゐyη bernantwurdzje myn frou. r私の子供たちは校、の棄に答えま

(ib.) 

上記の用19Uで'?諮問 bern{sit/antwurdet}…， r在、の子供(単数)は…

{すわっています/答えますんのように単数形を用いるのは不自然である。

(e) de frou de man 

を指すときには mynのほかに定議詩deを用いることがある。

{Myn/De}斤vuhat my de hiele middei yn 'e tun holpen. r家内が1日

をしてくれましたJ (Stienstra et al. 1982 : 68変更〉

Ik sil it tsjin {myn/ゐ}man sizze， sei frou Mulder.人に缶えま

すJ とム/レデル夫人は言ったJ (ib.68変吏〉

ぽ伊 'us frou *ー'us man とは言わない。

(4) 'mei令所有代名詞限定形十数詞'など

(め ‘mei十所有代名詞誤定影小数詞'

「全部で…人j という表現に用いるo オラン

句の人格・性・数に一致させる。

-129 

と違って， る名詞



北大文学部紀要

防うIbinne thus mei us achten. ，.私たちは 8人家族だJ (Breuker et al. 

19922 : 79変更)

Mei har fiven sliepe se deryn. ，.彼らは 5人でその中で寝るJ (ULI'S， 

B 2 : 15) 

『オランダ語ではつねに‘metz'n ..-en'となる。

オ.We zijn thuis met z'n achten. I向上」

Met z'n vijven slapen ze daarin. I向上J

F ただし， Hoekema (1992: 12)には次の例文がある。

Se binne mei {har /砂川 beiden.I彼らは 2人連れだ」

Dat dogge wy mei {us/syn} beiden. Iそれは私たち 2人でします」

Br巴ukeret al. (19922: 79 f.)によれば，上記の用例のmeisyn beidenは

オランダ語の影響として好ましくない。

(b) op syn minst ，.少なくとも J，op syn meast ，.多くとも」

op syn minst ，.少なくとも J，op syn meast ，.多くとも」では，オランダ

語の opzijn minst ，.同上J ，op zijn meest ，.向上」と同様につねに synを用

いる。

Wy freegje jo dat der middeis 0ρsyn meαst twa en juns net mear as 

ien besiker by in pasjint komme. ，.お見舞いの方が患者さんのところに

来られるのは，昼間は多くても 2人，夕方は 1人になるようにお願いし

ますJ (ULI'S， B 11 : 13変更)

Dy jonges steane o.ρsyn minst fiif kear foar 't finster. ，.あの男の子た

ちはもう最低5回は窓の前に立っているJ (ULI'S， A 15 : 14変更)

~ 41 指示代名詞 (itoanwizend foarnamwurd) 

(1) まとめ

場面に登場する人や物事を直接指し示したり，文脈中の要素をとくに取り

たてて提示する場合には指示代名詞を用いる。指示代名調はアクセントをも

ち，西フリジア語ではドイツ語などとちがって，定冠詞とは語形が異なる。

datは中性名詞単数形のほかにもさまざまな要素を指すことができ，アク

セントをもつことができない 3人称代名詞itのかわりにも用いる。
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GF北フリジア語モーリング方言(北フ.mooring)では，定冠詞中性単数形

と物事を受ける人称代名調中性単数形の基本形は，指示代名詞中性単数形

の基本形と同形のdat(西フ.dat)である。

以下では sok，sa'n ，-そんな(人・物事lJ， (-) selde ，-同じ，まさにその

(人・物事)J， (ー)jinge，-あの(人・物事)J も扱う。

(2) 個々の語形と用例

(a) dizze [dIZ8， dIS8， de:Z8J， dit (強調形ditte[dIt8J) ，-これJ • 

dy [di]， dat [白tJ (強調形datte[dヨt8J)，-それ，あれ」

強調形ditte，datteは文中ではなく，単独で用いることが多い。

GF  -eを伴った一連の強調形に注意。

ikke(←ik) r私(主格)J， watte (←wat) ，-何j，hjirre (←hjir) ，-ここ

にj，d色re(←d針)，-そこに，あそこにj，were(←wer) ，-どこに」

両性中性 両性中性

単数 dizze dit (ditte) dy dat (datte) 

複数 dizze dizze dy dy 

① 限定詞として

Ik wol dizze toffels graach ha， dy oare mei 'k net lije. ，-私はこのスリッ

パがほしい。ほかのはいやだJ (ULI'S， A 14 : 15) 

② 名詞句の一部の指示(⑥(iii)) 

It gebruk is fierders gelyk oan [dat yn it Frysk]. ，-さらにその用法

はフリジア語の用法と同じであるJ (ULI'S， A 14 : 16) 

Dy foarmen komme dus aardich oerien mei [dy fan it Nederlansk]. 

「したがって，その形はオラング語の形とかなり一致するJ (ULI'S， 

A 14 : 15) 

③ 名調句全体の指示

とくに物事を示す名詞句の場合，人称代名詞hy(hja/sy)または itで
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これを受けるかわりに， dy またはdat いて名詞匂な明躍に指し示

すことがある。人を示す名詞匂の場合は口語的であり，あまりていねい

はならない。

W olst my de sukerpot even jaan?あIstiet op it oanrjocht. r静機の入

れ物をちょっと取ってくれない。流し台のょにあるからJ (ULI'S， 

A 14: 15 

Sok sittend wurk yn 'e hus hin， dat is neat foar my! r家にこもりっき

りでやるような仕事なんて，私にはとても向かないJ (ULI'S， A 19 : 7 

Gむ その値ぉ要素の指示:dat 

datは中性名諮単数形以外にさまざま

け複数の名制，名語複数形

ことができる。

Myn bern sitte by in neef en in nicht， dat binne bern fan myn broer 

en skoansuster. r私の子供たちは男のいとこと女のいとこのぞ

わっていま

A 1 : 8) 

それは私の兄(弟〉と兄(弟)の

定r ;;;t，ランダ諮とドイツ韻も跨様。

ちですJ (ULI'S， 

オ.Dat zijn mijn kind色rεn.rそれは私の子供たちで、ずJ

ド.Das sind meine Kinder. 

ii)名詞句以外の文成分:

Utj訟nhuzje，nee， dat liket my neat! r外治か，いや，それはま子きじゃな

いj 位以は不定詔utfanhuzjer外泊するJ を揺す) (ULI'S， A 19 : 7) 

献 u伶子宮huzjenis neat foar my. r外泊は好きじゃないJ (utfanh合zjen
(ずることらはutfanhuzjer外治ナる」の動名語)(ULI'S， A 19 : 19) 

Dy wiidte mei de pleatsen en de kij is foar de butenlanners like UJりた

お debergen en wetterfallen {dat/φ} foar us binne. r外罷人にとっ

て農場や乳牛の姿がある平野は，私たちにとって出や滝がそうであるよ

うに珍しい」抵抗は

155 

unykそ揺す) (Bosma-Banning 198P : 
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Wy jouwe mear ut as {dat/φ} wy fertsjinje en liene dan jild. r私た

ちは稼いだものより多く支出し，そうしてお金を借りるJ (datは副詞

的に用いた不定代名詞mearの原級を指す) (ULI'S， C 20 : 3変更)

『上の2例のdatはなくてもいいが， itでは代用できない。

iii)文全体:

l¥Toch altiten gongen der mear minsken mei de honger yn 'e hals 0ρ 

bed as mei it 1iif 101. Dat feroare pas yn de 20ste ieu. r満腹でより

も腹をすかせて床に就く人のほうがまだつねに多かった。ょうやく 20

世紀にそれが変わったJ (ULI'S， B 3 : 12) 

⑤ itのdatによる代用

it [dtJはアクセントをもたないので，アクセントを置くときには dat

で代用する(~ 37 (4)(d))。

Us pake krijt in tut en in presintsje. {It/ Dat} is in moai boek oer it 

alde Fryslan r祖父はキスとプレゼントをもらいます。それは昔のフ

リースラントについての美しい本でbすJ (ULI'S， A 1 : 13変更)

Dy wenten wurde net iens permanint bewenne. {It / Dat} binne 

allegear twadde wenten. rあの家々はず、っと人が住むものではない。

すべてセカンドハウスだJ (ULI'S， B 11 : 15変更)

とくに，主語以外の itは前域(主文の定動調の直前)には現われず，

指示代名詞 dat で代用しなければならない(~ 36 (3)(c))。

i )他動詞の目的語の it

Ik sil {it / dat} dwaan. r私がそれをやります」

→{* It / Dat} sil ik dwaan. rそれは私がやります」

隠すオランダ語とドイツ語も同様。

オ.Ik zal {het / dat} doen. i同上」

→{* Het / Dat} zal ik doen. i向上」

ド.Ich bin {es/ぬs}.i向上」

→ {*Es/Das} bin ich. i向上」

その他の用例。

-133-



北大文学部紀要

Dat dogge se der in protte rぞれはそこでは大いにやるJ (Bangma 19932 : 

175) 

Fan de universiteit nei it stasjon is mar in lyts eintsje. Dat kin men wol 

yn in kertierke befyt悦「大学から駅まではほんのわずかだ。 15分もあれば

るJ (ULI'S， A 14 : 15変更)

ii) weze r…である」などの補諮のit

“Der is ien by de doar¥Wa is der?"“lk bin {it / dat}， de post." r (そ

れは)私です。郵便、持の者ですがJ (Bosma-Banning 198P : 11 

“{象It/ Dat} bin ik， de post." r向上J

オランダ語とドイツ語も

オ.Ik ben {het / dat}. rそれは私で、すJ
→{官etjおけ benik. r向上J

ド。Ichbin {ト「同上」
→{場'Es/ Das} bin ich. 

@ datとitの種選

datとitにはアクセントをもつか否かのほかに次のような相違があり，

互いに置き換えることがでさ舎ない場合がある。

i )非人称の itや慣用勾の彰式的な it

非人総のitや慣用句の静式的な it るものがないのでdatで弐

きない(~ 37句))。

{It/キDat} is simmer. 

Hjir wennet { it /キdat} goed. rここは読みやすい」

{It/*Dat} duzelt my yn 'e holle. ，.私は顕が震いj

Ik ha {必戸dat} sa drok. r私はとても忙しいJ (it drok hawwe 

しいJ)

→{マt/*Dat} ha ik sa drok. r向上」

.，... it iens wをzer賛成である」のitは本来，慣用匂の形式的なれのはずだ

が， datで置き換えた用務も見られる。
Binne jo it der mei iens? rあなたはその点にかん
S， B 13: 12) 
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D色rbin ik it mei dy oer iens. Iそれにかんして私は君に賛成だ」

<=> N ee， dat bin 'k mei dy iens. Iいや，私は君に賛成だJ(Bangma 
19932 : 175) 

『オランダ語も同様。

Bent u het daarmee eens? I向上」

Daar ben ik het met u over巴ens.I向上」

<=> Nee， dat ben 'k m巴tjou eens. I同上」

ii)不定詞句や文をあらかじめ示す it

不定調句や文をあらかじめ示す itは，先行する文脈に現われていない

未知の要素を示すので，指示代名詞datで代用するのは不自然である場

合が多い (s37 (4)(d)④)。
{It/ホDat} is tige slim (om) in parkearplak te finen. r駐車場を見つけ

るのはとてもむずかしいJ (ULI'S， A 8 : 11変更)

{It/* Dat} muoit my dat ik it sizze moat. r私はそのことを言わなけ

ればならないのが残念だJ (ULI'S， B 2 : 13変更)

iii)名調句の一部を代用する場合

独立用法において datは名詞句の一部を指すことができるが， itは名詞

句全体を受けることしかできない(②)。この点が人称代名調と指示代

名調の統語論上の重要な相違である。

It gebruk is fierders gelyk oan [{ * it / dat} yn it Frysk] . rさらにその

用法はフリジア語の用法と同じであるJ (ULI'S， A 14 : 16変更)

これは他の 3人称代名調でも同様である。

めIfoarmen komme dus aardich oerien mei [{ * harren/の}fan it 

Nederlansk]. rしたがって，その形はオラン夕、語の形とかなり一致す

るJ (ULI'S， A 14 : 15変更)

官「代名詞の derJ (~55) も名詞句の一部を代用することはできない。

It gebruk is fierders gelyk [{ * deroan/* deroan} yn it Frysk]. I同上J
Dy foarmen komme dus aardich oerien [{場'dermei/*dermei}fan it 

Nederlansk]. I向上」
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(b) sok [sok] ， sa'n [san] rそんな(人・物事hなど

母限定用法 (334(部品購)

: sa'n [sanJ (+単数形 sokke[s6k"，] (+援数形)

不可算名詞:sok [sok] (十中'性名龍) sokke [s6k"，] ( 

S〆'nhelper is yn sokke tiden goud wurdich. rそういう助っ人はそんな

ときには金ほどの値打ちがあるJ (ULI'S， A 13 : 8) 

Sa'n soad ferskaat soe eins alhiel net n吋ichweze. rそれほど大きな格

は本来まったく

C 11 : 7) 

なはずだJ (←in soad くのJ) (ULI'S， 

Sok dreech it叩 kinik net oer. rそんなくどい食事は私はかなわない」

(ULI'S， C 20 : 12) 

Sokke wyn mei ik net lije. rそんなワインは私はきら

Sokke fersen moatte in goeie ban hawwe. rそういう鰐は立派な装すに

しなければならないJ (ULI'S， A 16 : 8) 

抽象名詞は可算名詞ではないが，具体的な事例を揺す場合には sa'nを

淘いることがある。

sa'n 

sokke (十時性名語単数形) sok (ート中性名詞単数形)

Ik hald net fan {sokke/sa'n} g念chelerij.r私はそんないんちぎ

ではないJ (Hoekema 1992 : 13) 

@独立用法

「そんな人J : sok ien [sok i~n] (単数) sokken [s6k~n] (複数〉

「そんな物事J: soks [soks] (単数) sokken [sok"，n] (援数)

「そんな何かJ : sokssawat [s6ksav;:，t] (単数)

Soks giet hurd oer de buorren. rそういうことはすぐに村中に知れわた

るJ (ULI'S， B 1 : 7) 

J 0 kinne sok ien net fertrouwe. rそんな人は信震できないJ

Ferkeapje wolle， der tinke sokken allinne mar om. rものを売りつけよ

うとする，ああいう人たちはそれしか考えないJ (Bangma 19932 : 29) 
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So姑仰 binneder by uzes tuzenen. rそういう人たちは私たちのところ

には何千人もいるJ (Stienstra 1982 : 134) 

Ut en troch stroffelet er oer in stientsje of sokssαwat. rときおり彼は

小石か何かにつまづく J (ULI'S， B 11 : 11) 

③ sa'nの他の用法

'sa'n十数詞'は「約…」という意味の表現になる。

Yn Fryslan lizze sa'n 400 grutte en lytse doarpen. rフリースラントに

は約400の大小の村々があるJ (ULI'S， C 1 : 7) 

No skriuwe de dokters yn us lan wol sa'n 3500 soarten medisinen 

foar oan harren pasjinten. r今，私たちの国の医者はおよそ 3500種類

もの薬を患者に処方しているJ (ULI'S， C 11 : 7) 

感情的な意味をこめる場合にも用い，‘sa'n+{不可算名調/複数名詞}'

でもかまわない。

Sa'n waar hie gjin mins op rekkene. rこんな天気なんてだれも予想し

ていなかったJ (waar r天気(不可算名詞)J) (Hoekema 1992 : 14) 

Alderraarst sa'n postsegels at er hie rあの人ががこんなに(たくさ

ん)切手をもっていたなんてJ (postsegels r切手(複数形)J) (Hoe-

kema 1992 : 14) 

.，.. Boersma/Van der W oude (19802: 32)には可算名調単数形にも sokin 

を用いた表現が挙がっているが，一般的ではない。

sok in {man/hIls} rそんな{男の人/家}J (ib.32) 

オランダ語でも‘zulkeen+可算名調単数形'は文語的である。

sa'nは‘sa十in(=不定冠詞)'に由来し，語形的に疑問詞hoe'n(←hoe+ 

in) rどんな」に対応する。 sa'nは不定冠調を伴うことからわかるように，

本来，可算名調とともに用いる表現だが，上記のように用法が拡大してい

る。 watinにも同様の傾向がある (s44 (6))。
Gr sokはオランダ語のzulk，ドイツ語のsolch，英語のsuchに対応する。

sa'nはオラン夕、語のzoeen， ドイツ語のsoeinに対応する。

(c) (ー)selde (n) [..sEld<l (n)] r同じ(人・物事)，まさにその(人・物事)J

① (-)selde [..sEld<l] r同じ(人・物事)，まさにその(人・物事)J
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定冠調や指示代名調につける。

‘定冠詞十-selde':deselde， itselde 

指示代名調+(-) selde': ditselde， dyselde， datselde 

dizze selde， (前置詞+)'e selde 

Fan generaasje op generaasje wennen hja yn itselde doarp. ，.何世代に

もわたって彼らは同じ村に住んでーいたJ (ULI'S， C 11 : 2) 

Oare fabriken kinne datselde middel net samar neimeitsje. ，.他の工場

は同じ薬をまねして作るわけにはいかないJ (ULI'S， C 11 : 7変更)

Ik leau， us ynteresses binne net alhiel deselde. ，.思うに私たちの興味は

まったく同じだというわけではないようだJ (Bangma 19832 : 139) 

Wy neame alle fjouwer itselde. ，.私たちは4人とも同じものにします」

(Bangma 19932 : 132) 

② (ー)selden [..stld;m] ，.同じ人たち，まさにその人たち」

独立用法で複数の人を意味する。

It binne altyd deseld，仰 dy'tkleie. ，.文句を言うのはいつも同じ連中だ」

(Hoekema 1992 : 14) 

③ E不定冠詞十selde'

in selde ，.同じ種類の(人・物事)，それに相当する(人・物事)J

(d) jinge [jID8] ，.あのJ，-jinge(n) ，.…の人・物事」

① jinge ，.あれJ (文語的)

dizze en jinge ，.いろいろ(な)，あれこれ(の)J という表現に限られ，

この意味ではむしろ不定代名調に属する。

②ーjinge(n) 

dejinge/ dyjinge (単数)， dejingen/dyjingen (複数)，.…の人J; itjinge， 

datjinge ，.…の物事」

関係文を伴い，関係詞の先行詞になる。ただし，文語的であり，ふつう

はdyselde，datseldeなどを用いる。

Dat is {のifinge 文語的)/の'selde}dy't it my ferteld hat. ，.この方が私

にそれを知らせてくれた人ですJ (Boersma/Van der W oude 19802 : 32 
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変更)

次の用例では deseldendy'tとdyjingendy'tが同じ文の中でともに用い

られている。

Deselden砂'teigen dosinten dookje en jookje， joegen oan dat dy 

(jongere) dosinten dy't har mei de foarnamme foarstelden， of dyjingen 

dy't se privee goed koenen， doke waarden; de oaren waarden joke. 

「自分たちの先生を doで呼んだり joで呼んだりするという人たちは，

ブアーストネームで自己紹介する(若い)先生や，個人的によく知ってい

る先生を doで呼ぶのであり，他の先生はjoで呼ぶと記したJ (De 

Boer 1986 : 112) 

S42 不定代名詞 (itunbeskate foarnamwurd) 

(1) まとめ

不特定の人や物事を示す代名詞を不定代名詞という。独立用法と限定用法

で用い，名詞句から遊離した位置に現われることもある o 以下ではmen

[m;:m] ，. (話者を含めて一般的に)人」など，おもなものを記す。疑問文，

関係文，否定文で用いるものはそれぞれの章で扱う。

(2) men [m~JnJ r (話者を含めて一般的に)人」

(a) 語形と意味

主格はmen[m;m] ，目的格はjin[j;::m， jln]，所有代名詞限定形・独立

形はjins[j8nS， jlns]である。単数の扱いを受ける。

<r jin， jinsの発音表記はWFT10 (1993:67)にはjin[jln，δnJ， jins [jlns， 

jδnsJとあり， Zantema (1985:46)にはjin[j8nJ， jins [j;;JnsJとあり，

一定しない (340(1))。

オランダ語のmenやドイツ語のmanと違って，意味的に話者を含む。話

者を含まない表現には使えない。

Ik kin mysels moai bedrippe en wer sil 'k dan sa'n drokte om meitsje. 

Men moat op 't lest gjin slaaf fan jins eigen wurk wurde， no? ，.けっこう
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暮らしていけるし，そんなにせかせかして何になるんだい。自分の仕事の奴

隷になったらおしまいだよ J (ULI'S， B 11 : 13) 

したがって，次の文は正式なフリジア語とは認められない。

* Men seit dat er al fuortgien is， mar ik bin der net wis fan. '彼はも

う行ってしまったそうだが，私はよく知らないJ (官er wurdt sein 

dat..' (受動態)，‘Se sizze dat..' (3人称複数不定のse)などと言いか

える必要がある)

*Oant likernoch 1100 iet men yn Fryslan wakker ientoanich. '1100年

頃までフリースラントでは人々の食事はかなり単調だった」

この点でmenは意味的には 3人称的というより 1人称的と言える。次

の用例ではmenが1人称代名調と交互に用いられている。

Ien fan de belangrykste dingen dy't wッfoarit Frysk dwaan kinne is 

om sa folle mooglik us brieven yn it Frysk te skriuwen. Dat men 

mei jins famylje of froenen yn 't Frysk briefket sprekt hast wol 

fansels. Mar ek yn saaklike brieven moatte wy us net skamje om us 

eigen taal te bruken. Sis dan net sa gau， dat men mei it Frysk net 

sa fier komt! Dat falt ornaris gans ta. 'フリジア語のために私たちが

できるもっとも大切なことのひとつは，フリジア語で手紙を書くことで

す。家族や友人とフリジア語で手紙のやりとりをするのはほとんど当然

ですが，実用的な手紙でも私たち自身の言葉を使うのを恥じらってはな

りません。ですから，フリジア語ではやっていけないなどと早々と言っ

てはいけません。ふつうは思っているよりもずっとうまくいくもので

すJ (Stienstra 1982 : 45) 

官次の表現でオランダ語との対応表現に注意 (ULI'S，B 18 : 14)。

フ.Soks docht men net. 'そういうことはするものではない」

オ.Zoiets doe je niet. '向上」

フ.Der wurdt sein dat er fuortgiet. '彼は行ってしまうそうだ」

オ.Meη zegt (=Ik we巴tniet) dat hij weggaat. '向上」

西フリジア語でも 2人称代名詞do，joや3人称代名詞複数形を，(一般的

に)人は」の意味で用いることがある (Hoekstra/Tiersma1994 : 515)。
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段史的に商ブリジア認の立lenが話者を含む意味になったのは 18世紀以降

のことであり，ぞれ以前には話者を含む意味の用例も含まない意味の用例

も見られる (Krol1985 : 18 ff.)。

隠す歴史的にm側 [m;m]はオランダ語の I抗告n[m~n] と間様に， man 

[m:mJ r男(単数形)jの発音ょの弱形から発達した代名詞である (Krol

1985 : 3 ff.)。したがって，あいまい母?孝弘]を含み， '[mεn]と

しないことに注意。 en[c，nJ rそしむの発畜と比較。

科 目的格jin[j;:m， jln]，所有格jins[jdnS， jlns]の用法

menを受げる詩的格，所有壌にはそれぞれjin，jinsを用いるQ

Men moat jin foar jins flaters skamje. r岳分の誤りは恥じるべき

(Stienstra 1987 : 60) 

Men moat jinsels hieltiden werδffreegje wat de reklame fan de lezer 

wo1. ら るかつねに再度自問してみる必要が

あるj (ULI'S， B 10 : 7) 

immen/ien rだれか(目的格)J ((3) (g)) ， syn rだ、れかのj(s 40 
(1))はmen以外の婆索 るo

immen jins dochter ta frou jaan rだれかに自分の畿を嫁にやるJ

(Zantema 1984 : 1023) 

ずドイツ簡との穏違に注意。

フ.Menl moat {jinsl/'synJ wurd halde. r自分令した約束は守らなけ

ればならないJ

ド.Manj muβ seinl W ort halten. 

-あたかも jin，jinsはmenの再帰代名郡にあたり，非再燃的に用いる

immen/ien， synと民揺があるように見える。じっさい，辞獲には再帰動

詞はjinskamje鳴らじるj，ji附 wurdhalde r約束を守るj と示される。

しかし，次の用例jのmenとjinは持ーの単文に!関していない。

Wat men net wit， dat deart jiηnet. r自分の知らないことは心を{をきっげな

い知らぬが仏。ことわざわ情。intema19君。:26) 
imm出 /ien，synとjin，jinsの相違は meれにたいする縛帰托名謁か否か

という統諮的な違いではなく rだれかJ と r(話者を含めて一般的に)

人」という意味上の違いにさ基づくといえる。
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(3) その他の語形と用法

(a) a1 [コ1J，alle [518J ，.すべて(の)J， alles [518sJ ，.すべて(の)J

限定用法では形容調の変化に従わないことに注意。

① al+{限定調+名詞/関係文}

Beppe breidet a1tyd al us sokken. ，.祖母はいつも私たちの靴下を全部

編みますJ (Bangma 19932 : 59) 

Al wa't komt， is wo1kom. ，.いらっしゃる方はみな歓迎でトすJ (Boer-

sma/Van der W oude 19802 : 34) 

F ②の用例と比較。

② alle+ (形容詞)+名調

名詞の性・数には無関係に alleを用いる。

{alle/*al} wyn ，.すべてのワインJ (de wyn ，.ワインJ)

{alle/*al} bier ，.すべてのビールJ (it bier ，.ビールJ)

{alle/*al} ta1en ，.すべての言語(複数形)J (de taa1 ，.言語J)

Alle bern wolle in sliepkeamer. ，.子供たちはみな(自分専用または共

同の)寝室をほしがっている」

名詞句から遊離した位置に現われることもある。

De bern wol1e alle in sliepkeamer. ，.同上J

Gr 次の用例と比較。

De bern wolle {* al /αllegear(re)} in sliepkeam巴r，.向上」

Gr '{Elk bern.../De bern...elk...}'((c))との意味の差に注意。

Mei alle oaren hat er net fol1e gedoente. ，.彼はその他の人たちとは皆

つき合いが多くないJ (ULI'S， C 1 : 14) 

Alle begjin is swier. ，.はじめはみなむずかしいJ (it begjin ，.はじめJ)

(Beintema 1990 : 77) 

Alle nijs is 1ang gjin nijsgjirrich nijs fanse1s. ，.すべてのニュースがみな

興味をそそるニュースだというわけではもちろんないJ (it nijs 

「ニュースJ) (Bangma 1932 : 123) 

Alle dy't komme， binne wo1kom. ，.いらっしゃる方はみな歓迎です」
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ず次のffl17tlおよびGの煎{伊j と比較(~ 45 (2Xc)Q))。

いAllewa'tl allegeaバ"re)dy't} komm記， biれれewolkom. 

alIes 

Alles fielde wiet. r Mもかも

④ 前経謁{十人称代名跨)+allen 

いたJ (ULI'S. A 6 : 8) 

Dizze auto is fan愈 allen.rこのE容は私たち全員のものですj

yn alIen r全般的に，全体として見ればj

『ブ.wy {allegear (re)j*allen} r私たち全員 j

くづれ wijallen r毘上J

(b) beide. beiden r務方{の)J

Q) beide 

②以外お;場合に用いる。

De beide kearen dat in rivier myn paad kruste hald ik dan ek midden 

op ， e brege. r 111が遂と交差したその2置とも私は楠の上で立ち止まっ

たJ (ULI'S. B 20 : 15変更)

Ik drink rτleast wite wyn of reade... Ik mei beide京101.r私はたいてい

赤ワインか白ワインを欽むけど…両方とも貯さなのJ (Bangma 19932 : 

8) 

Wy nimme beide in kofje. r私たちは2人ともコ…kーにしますJ Ob. 

10 

② ‘前震誕十所有代名詞+beiden'

Se komme mei har beiden. r彼らは 2人そろって来るJ

Ien fan us beiden sil komme. r私たち 2人のうちどちらかが簡います」

時ヂ完fランダ言語と *beid田という諮形は存在し後い。 beides

を用いるドイツ認との違い

(c) elk(e) [elk(a)]/elts(e) [elts(a)]， ider [idar] rおのおの〈の)J

罷定用法では形容語の変化に従う。

Elk bern wol in sliepkeamer. rどの子供も( そをほし
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がっているJ (bernは単数形)

名詞句から遊離した位置に現われることもある。次の用例の名詞句de

bern i子供たち」が複数形であることに注意。

De bern wolle elk in sliepkeamer. i子供たちは各自(自分専用の)寝

室をほしがっているJ (ULI'S， A 2 : 9) 

F ‘{Alle bern../De bern...all巴..}' ((a)②)との意味の差に注意。

Elk is himsels de neiste. iだれでも自分がいちばんかわいい(=近い)J

(Beintema 1990 : 33) 

De farmaseutyske yndustry is kommersjeel fan opset， krektlyk as 

d加 oareyndustry. i製薬会社は商業的に他のいずれの企業とも全く同

じ目標をもっているJ (ULI'S， C 11 : 7) 

名詞句から遊離した位置に現われた elk，iderはそれぞれ接尾辞-mis，-s 

を伴うことがある。

De famkes krigen {elk(mis) [sk(mds)] / ider(s) [iddr， (iddS)]} twa 

blommen. i女の子たちはひとりひとり風船をふたつもらったJ (Hoek 

stra 1989: 9変更)

官 kが口蓋化を受けていないelkは本来，オランダ語的な語形(オ.elk) 

である。英語のeachに対応する。

(d) folle [fold] i多く(の)J

次の用法に限られる。肯定文で「多く(の)Jの意味で用いることができな

いことに注意。その場合には insoad [dn SOdt] ， in protte [dn protd]， in 

bulte [dn bOltd]を用いる ((ω)。

① 否定文

Der is net folle romte mear. iもうそんなに空きがないJ (ULI'S， 

B 11 : 15) 

Ik wit der ek net folle fan. i私もそれについてはあまり知らない」

(Stienstra 1982 : 46変更)

Folle minsken wiene der net. iあまり人は多くなかったJ (ib.46) 
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F オラン夕、語やドイツ語では「多く(の)Jにオ.veel，ド.vielを用い，

「わずか(の)Jにオ weinig，ド wenigを用いる。一方，西フリジア語

では「多く(の)Jにinsoad， in protte， in bulteを用い rわずか(の)J

にnetfolleを用いる。西フリジア語にはオ weinig，ド wenigに語形

的に対応する語がないことに注意。

② 'folle+比較級'

Us hiele maatskippijstruktuer is folle demokratysker wurden. r私たち

の社会構造全体がず、っと民主的になったJ (ULI'S， C 11 : 5) 

De toer is folle heger as it hus. r塔は家よりもず、っと高いJ (ULI'S， 

C 1 : 15) 

③ tefolle rあまりに多く(の)J， safolle rそれほど多く(の)J， hoefolle 

「どれほど多く(の)J

Tゆllesuker wurket ungeunstich foar it bloed. r砂糖のとりすぎは血

液に悪く作用するJ (ULI'S， C 11 : 15) 

Hy hat syn fantasije tefolle brukt. r彼は想像力を使いすぎたJ (ULI' 

S， C 20 : 5) 

Dit boek kostet my te folle. rこの本は私にはあまりに高価だJ (Stien-

stra 1982 : 46変更)

Der binne net safolle skoallen yn dat doarp rその村にそれほどたくさ

ん学校はないJ (ULI'S， C 1 : 15) 

Soe it wier safolle skele? r本当にそれほど違うものでしょうかJ (Bang-

ma 19932 : 83) 

Tink der marris om ho尾白llefroulju in broek oan ha. rどれだけ多くの

女性がズボンをはいているか考えてもみなさいよ J (Bangma 19932 : 26 

変更)

Hoefolle fertsjinnesto der? r君はそこでどのくらい稼いでいるんだ」

(Stienstra 1982 : 46) 

(e) genoch [gcmヨ:xJr十分(な)J

限定用法では名詞句の直前または直後に置く。
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Boer Dykstra hat lan gendch. ，-農夫のディクストラには土地が十分あ

るJ (ULI'S， B 11 : 13) 

Ik tocht dat wy noch gendch sokken en broeken hienen. ，-まだ靴下や

ズボンは十分あると思ったがJ (ULI'S， A 4 : 8) 

Kin ik jo ek noch ien ynskinke? -Nee tankewol， ik ha gendch han. 

「もう一杯お注ぎしましょうかJ ，-いえ結構です，もう十分いただきまし

たJ (Bangma 19932 : 20) 

疋;rgenochはオランダ語のgenoeg，ドイツ語のgenug，英語のenoughに対

応する。

(f) guon [gwon] ，-何人か(の)，いくつか(の)J

guodden (s) [gwód~m， (..e)ns)]， guods [gwots]などの語形もある。

Op guon plakken rydt de bus mar in kearmannich deis. ，-なかには一

日にパスが数回しか走らないところもあるJ (ULI'S， C 20 : 9変更)

Guon trouwe ek nochris yn 'e tsjerke. ，-教会で結婚式を挙げる人たち

もまだ何人かいるJ (ULI'S， B 1 : 7) 

Binne der ek noch guon dy't wat freegje wolle? ，-何か聞きたい人はま

だ何人かいますかJ (ULI'S， B 18 : 20) 

(g) ien [ie)n] ， immen [Ime)n] (文語的)，-だ、れか」

ともに独立用法で用いる。

① 用例

Lit jo brief sjen oan ien dy't Frysk skriuwe kin. ，-あなたの手紙をだれ

かフリジア語が書ける人に見せなさいJ (ULI'S， A 14 : 8変更)

Der is ien by de doar. ，-ドアのところにだれかいるJ (ULI'S， B 18 : 

14) 

Is der noch immen dy't wat drinke wol? ，-まだ何か飲みたい人はいま

すかJ (ULI'S， B 18 : 18変更)

② ien， immenを受ける代名調hyなど

ien， immenを受ける代名詞にはhy/er，him， synを用いる o men 
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((1))とちがってjin，jinsは用いない。

As immen in nij hus bouwe wol， moat er earst spikers telle. r新しい

家を建てようと思う者はまず釘の数をかぞえなければならない(=無理

な望みは禁物。ことわざ)J (Beintema 1990 : 65) 

③否定形netien (←ien)， nimmen [nÍm;~nJ (←immen) (文語的)rだ

れも…ない」

Net ien kin altyd alhiel syn sin krije. rいつも完全に自分の意見が通る

人はだれもいないJ (ULI'S， B 11 : 17) 

Ik ha net ien sjoen. r私はだれにも会わなかったJ (ULI'S， B 18 : 14) 

Nimmen is grut dy't grut is yn eigen eagen. r自分で(=自分の日で見

て)偉大だと思っている者はけっして偉大ではない(ことわざ)J

(Zantema 1984 : 653) 

官 *netimmen rだれも…ない」は不可。

④ ‘(in十)不定代名詞 (-en一)ien' (独立用法，単数)r…の人・物事J (9 

34 (3)(a)) 

De Gouden Ieu wie net foar elkenien in gouden tiid. rw黄金の世紀』

(=オランダ17世紀)はどんな人にとっても黄金時代というわけではな

かったJ (←elk rおのおのの(人・物事)J) (ULI'S， B 3 : 11) 

Hast eltsenien is oanwezich. rほとんどすべての人が居合わせている」

(←elts rおのおのの(人・物事)J) (ULI'S， A 17 : 7) 

Mannichien， dy't syn of har wurk yn 'e sted hat， wennet op in doarp 

yn 'e omkriten fan dy sted. r都市で仕事に就いている人の多くはその

都市の周辺の村に住んでいるJ (←mannich r多く(の)J) (ULI'S， 

C 11 : 2変更)

Neidielen binne der fansels ek. Om in inkeldenien te neamen， de 

huzen steane meastentiids leech. rもちろん欠点もある。そのいくつか

を挙げれば，まず，家々がほとんどいつも空であることだJ (←inkeld 

「いくつか(の)J) (ULI'S， C 11 : 3) 

Op feesten wurdt ornaris de flagge utstutsen. Hiel faak is dat de 
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Nederlanske trijekleur， mar ek gauris sjocht men in oarenien. ，-祝日

にはふつう旗が掲揚される。それはたいていオランダ三色旗が多いが，

ほかのものが見られることもあるJ (←oar ，-他の(人・物事)J) (ULI'S， 

C 20: 7) 

ienはドイツ語のeiner，英語の oneに対応し， immenはオランダ語の

iemand， ドイツ語のjemandに対応する。

(h) in bytsje [;m bitid] ，-少し(の)J

Hy wie der in bytsje ferlegen mei. ，-彼はそれにいささか当惑した」

(ULI'S， B 3 : 17) 

Platte lannen binne der mar in hiel lyぉbytsjeop 'e wrald. ，-平らな国

は世界中にほんの少ししかないJ (Bosma-Banning 198F : 154) 

~ in bytsjeはオランダ語のeenbeetje， ドイツ語のeinbischen，英語のa

bitに対応する。

(i) in pear [dn pldr] ，-二，三(の)，少し(の)J

Ik ha noch al 仇ρearhobbys. ，-私にはまだいくつか趣味があるJ (ULI' 

S， A 19: 7変更)

As bern bin 'k al begun postsegels te sammeljen. N 0 keapje ik wol 

ris inρear. ，-もう子供のころから私は切手を集めはじめた。今でも数

枚買うことがあるJ (ULI'S， A 19 : 7変更)

~ in pearはオランダ語の巴enpaar， ドイツ語のeinpaarに対応する。

(k) in soad [dn SOdt] ， in protte [dn protd]， in bulte [dn bOltd] ，-多く

(の)Jなど

① 用例

可算名詞にも不可算名詞にも用いる。 3者の用法上の差はとくになく，

ニュアンスの差にとどまる。

Der wenje {仇 soad/仇 ρrotte/ in bulte} minsken yn de sted. ，-その都

市にはたくさんの人が住んでいる J (ULI'S， C 1 : 15) 
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Inρrotte wurk sil dien wurde moatte. rたくさん仕事がなされなけれ

ばならないだろう J (ULI'S， B 14 : 13変更)

Um't it wetter doe ek al aardich fersmoarge wie， waard der in soad 

bier dronken. r当時はまた水がかなり汚れていたので，ビールがたく

さん飲まれたJ (ULI'S， B 3 : 11) 

Foarallytse doarpen hat Fryslan in soad. rとくに小さな村がフリース

ラントには多くあるJ (ULI'S， C 11 : 2変更)

Dy't in bulte begrypt， kin in bulte ferjaan. r多くを理解する者は多く

を許せる(ことわざ)J (Beintema 1990 : 14) 

② その他の表現

上記の3者以外にも「多く(の)Jを意味する口語的な表現がある。

De stedman hat in knoarre jild. rあの都会の人はたんまりお金をもっ

ているJ (ULI'S， C 1 : 15) 

Mar heit fynt 100.000 gune in slo~μjild. rしかし，父親は 10万ギル

ダーは大金だと思う J (ULI'S， A 2 : 14) 

Der wie in smite folk op it iis. r (張りつめた)氷の上にはたくさんの

人たちがいたJ (ULI'S， C 1 : 15) 

(1) inkel (de) [IUbl (dd)] rいくつか(の)，何人か(の);ひとつ(の)J

Ik tink dat wy fan sneon op snein wat wetter krije en dermei inkelde 

buien. r土曜日から日曜日にかけて雨が降り，そのさい少しにわか雨が

あると思われますJ (Bangma 19932 : 113) 

Der binne minsken， dy't gjin inkelde wichtige wedstriid oerslaan 

kinne. r重要な試合はひとつも逃せないという人たちがいるJ (ULI'S， 

A 11 : 5変更)

(叫 mannich[m5ndx， mandx] (十名調単数形)r多く(の)J

① 用例

Mannich klaaidoarp is untstien yn 'e tiid， doe't der noch gjin seediken 

wiene. rクラーイ地方(フリースラント西部の粘土質地域)の村の多く

はまだ堤防がなかった時代に成立したJ (ULI'S， C 11 : 2変更)

149 



北大文学部紀要

② in stikmannich [;m stIkm::>lldX， ..malldX] ，いくつか(の)J

Wy ha in stikmannich wichtige oarsaken neamd fan de hjoeddeiske 

wurkleazens. '私たちは今日の失業の重要な原因のいくつかを挙げて

みましたJ (ULI'S， C 20 : 3変更)

N eist syn tsien kij hat er ek noch 仇 stikmannichskiep. '10頭の雌牛

のほかに彼は羊も数頭もっているJ (ULI'S， B 11 : 13) 

③ 'in...mannich' ，いくつかの…」

Foar in jiermannich soe de ferbining fan Snits nei Starum opdoekt 

wurde. '何年か先にはスニツ(オ.Sneekスネーク)からスタールム

(オ.Stavorenスタヴォーレン)に至る交通網(=鉄道)は廃止される

かもしれないJ (ULI'S， C 20 : 9変更)

It hat al in wykmannich wintere. 'すでに二，三週間，冬の天気が続い

たJ (ULI'S， B 5 : 11) 

De bus rydt mar 仇 kearmannichdeis. 'パスは一日に数回しか走って

いないJ (ULI'S， C 20 : 9変更)

.". mannichはオランダ語のmenig，ドイツ語のmanch，英語のmanyに対

応する。

(n) oar [o;:Jr] ， oare [o;:Jr;:J]， oaren [o;:Jr;:Jn] ，ほか(の)J

限定用法では形容詞の変化に従う。

Soms fytste ik juns nei iten troch it fjild om nei in oar syn wurk te 

sjen. 'ときどき私は夜，食事の後でほかの人の仕事のようすを見に野

原を通って自転車で行くことがあったJ (ULI'S， B 0 : 6) 

Ik keapje yn it iene winkeltsje dit， yn it oare dat. '私はある屈でこれ

を買い，他の屈であれを買うという具合だJ (ULI'S， A 10 : 8) 

Foar guon minsken is dat lestich， oaren fine it noflik. 'ある人たちに

とってそれはいやなことだが，すてきだと思う人たちもほかにいる」

(ULI'S， B 4 : 7) 

『副詞oars[o;}s] Iほかに，異なって，そうでなければ」
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By de lytse winkeltsjes is dat oars. i小さい庖ではそれは違う J (ULI'S， 

A 10: 8) 

Om 1878 hinne gie dat gans oars as hjoeddedei. i1878年頃は今日とは

まったく違っていたJ (ULI'S， C 20 : 2) 

Oars nimme wy in lekkere cocktail. iそうでなかったら，おいしいカク

テルをもらおう J (Bangma 19932 : 7) 

(0) wat [v::>t] (口語的)， eat [I8t] (文語的) i何か・いくつか・少し

(の)J

Hast wat sjoen? i君は何か見たのかJ (ULI'S， B 18 : 14) 

Op it taffeltsje lizze wat tydskriften en wat folders. iテーブルの上に

雑誌が数冊とパンフレツトがいくつか置いてあるJ (ULI'S， B 6 : 8) 

As de moade meiωαt nijs foar 't ljocht komt， wurdt der earst wat om 

lake. i流行が何か新しいものをたずさえて登場すると，最初はいささ

か物笑いの種になるJ (ULI'S， C 11 : 7変更)

Wy allegearre， de ieneωat mear en de oare wat minder， dogge mei 

oan de moade. i人によって多少の差はあるにしろ，私たちは皆流行と

かかわりがあるJ (ULI'S， C 11 : 4) 

‘Dizze' wurdt brukt foar eat dat tichtby is en ‘dy' foar eat dat fierof 

is. i dizzeは近くのものに用いられ， dyは遠くのものに用いられる」

(ULI'S， A 14 : 15) 

<Y  eatはオラン夕、語のiets，ドイツ語のet(.was)に対応する。

(p) hiel wat [hi81 v::>t] i多く(の)J

Op hiel wat doarpen is hjoeddedei in toanielferiening. i多くの村に今

日では劇団があるJ (ULI'S， C 20 : 9) 

De doarpen nimme hielωat oer fan de sted. i村は都市から多くのもの

を譲り受けているJ (ULI'S， C 11 : 2) 
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~ 43 疑問調 (itfraachwurd) 

疑問調には疑問代名詞と疑問副調がある。便宜上，両者とも扱う。個々の

用例は~ 44で示す。

(1) 疑問代名調 (itfree忌jendfoarnamwurd) 

(a) wa [va:J ，-だれ」など

①語形

wa [va:J ，-だれ(主格・目的格)j

wa's [va:sJ， waans [va:nsJ， wannes [van8sJ (+名詞)，-だれの」

wa syn (+名調)，-だ、れのj，wa har (+名詞)，-(とくに女性の場合)

だれの」

wa sines ，-だれのものj，wa harres ，-(とくに女性の場合)だれのもの」

『最近ではオラン夕、語の影響でwa，-だれ」のかわりに wieが用いられるこ

とカ宝ある。

② 6前置調+wa'

wa ，-だれ」が前置調を伴う場合は‘前置詞十wa'で表わす。

Mei wa hat er juster dunse? ，-彼は昨日だれと踊ったのだろう」

Ik wit net mei wa't er juster dunse hat. ，-私は彼が昨日だれと踊ったか

知らない」

‘wer…前置詞'は人を表わす代名調の場合には好ましくないとされる。

ただし，口語ではw討を用いた表現も用いられる傾向にある。とくに

従属文ではその傾向が強い。

Njonken wa sil1e wy sitte? ，-だれの横にすわりましょうかj (Tiersma 

1985 : 117) 

くi=>Wer si11e wy吋onkensitte? ，-向上j Cib.118) 

『関係詞der'tも同様 (s45 (3)(b)①)。
*‘wa..前置調'は不可。

*防'ahat er juster mei dunse? ，-彼は昨日だれと踊ったのだろう」

f ただし， waにとくに強いアクセントを置いて相手の言った文をそのまま
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聞き返す「問い返し疑問文J (echo-fraachsin， 944 (4)(b))では， 'wat... 

前置調'が現われる。

“均nfrou hat er juster mei dunse."“助 [va:]hat er juster mei 

dunse?" ，-彼は昨日君の奥さんと踊ったぞJ，-だれと踊ったんだって」

(b) wat [v::>t] (強調形watte[V5td]) ，-何(主格・目的格)Jと‘wer[w::r] 

(...)前置詞'

① 用例

Wat betsjut dit wurd? ，-この単語はどういう意味ですか」

Wat soe hy bedoele? ，-彼の言っていることはどういう意味なのだろう」

② ‘wer [vE:r] (…)前置調， ((2)(b)②) 

wat ，-何」が前置詞を伴う場合には，ふつう werと前置調が分離する。

前置詞は文末，あるいは文末の動詞や分離動詞の前綴りの直前に置く。

Wer hast dyn brief mei skreaun? r君は何を使って手紙を書いたのか」

ただし， werと前置調が分離しないこともオランダ語の影響で多くなっ

てきている。とくに論理関係や付帯状況のように述語との意味的な結び

つきが弱い付加成分 (deadjunkt)の場合には， werと前置詞は分離し

ない。

Wertroch binne de prizen omheech gien? ，-何の原因で物価が上がった

のだろう J (ULI'S， C 11 : 3変更)

F 関係調‘der't...前置詞'も同様 (945(3)(b))。

刺前置調+wat'， *‘wat...前置詞'は不可。

本Meiωαthast dyn brief skreaun? ，-向上」

* Wat hast dyn brief mei skreaun? ，-向上」

Gr ただし， watにとくに強いアクセントを置いて相手の言ったことをそのま

ま聞き返す「問い返し疑問文J (echo-fraachsin， 944 (4)(b))では，‘wat…

前置詞'が現われる。

“Mei dynρinne ha ik myn brief skreaun."“Mei wat [v5tJ hast dyn 
brief skreaun?" ，-君のぺンで手紙を書いたよ J ，-何で手紙を書いたんだっ

て」

“Dynρinne ha ik myn brief mei skreaun."“助t[v5tJ hast dyn brief 
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mei skreaun?" r向上」

③ 強調形watte[vヨt;:J]r何(主格・目的格)j

文中ではなく，単独で、用いることが多い。

"Watte?" sei se en skuorde de mule wiid iepen. r~何ですって』と彼女

は言って，口を真横に大きく聞いたj (ULI'S， B 1 : 12) 

Gr  .eを伴った一連の強調形に注意。

ikke(←ik) r私(主格h ditte(←dit) rこれj，datte(←dat) rそれ，

あれj，同irre(←hjir)rここにj，dere(←der) rそこに，あそこにj，

were(←wer) rどこに」

(c) watfoar [v5tfwar]， wat [v::>t] ([in]+名詞)rどんな」

後続する名詞の種類にとくに制限はない。可算名詞単数形が後続する場合

には不定冠調inを伴うことがある (344(6))。

Wat (foar) guod is dat? ，.それはどんな品物ですかj (Zantema 1984 : 1163) 

Wat sykte soe er ha? ，.彼はどんな病気なのだろう j (ULI'S， A 1 : 6) 

'watfoar (in)十名調'は動作主を表わす主語である場合を除いて，‘wat...

foar (in) +名詞'のように watだけを文頭に置いて， foar以下と切り離し

て用いることができることが多い。

協latjoar(in)かdskriftis dat? rそれはどんな雑誌で、すか」

Wat is dat foar (in)かdskr抑?，.向上」

防latjoarちIdskr併enhasto kocht? ，.君はどんな雑誌を買ったのですか」

Wat hasto foarかdskr;併enkocht? ，.向上」

Watjoar studiηten wolle dit boek hawwe? ，.どんな学生たちがこの本を

ほしがっているのですか」

* Wat wolle foar studinten dit boek hawwe? ，.向上」

(d) hok [hok] ，.どんな，どの」など

① 語形

hok [hok] ， hokke [hok;:J] ， hokker [hok;:Jr] (←hok+foar) (+名

調)rどの， どんな」
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hoe'n [hun] (←hoe+in) (+名詞)， hokfoar [hokfwar] (in) (+名

詞)rどんな」

② 後続する名詞の種類

hok， hokke， hoe'nに後続する名調の種類はsok，sokke， sa'n (~41 

(2)(b))の場合と同様に次のとおりである。

可算名詞:hoe'n (+単数形) hokke (十複数形)

不可算名調:hok (+中性名調単数形) hokke (十両性名詞単数形)

hoe'n rどんな」はやや口語的であり rどの」の意味はない (Tiersma

1985 : 96)。

hokfoar rどんな」は後続する名詞が可算名調単数形の場合に hokfoar

mのように mを{半うことカまある。

hokker rどの，どんな」は後続する名詞の種類に制限がなく，不定冠

詞inを伴うことはない。

Mei hokfoar {in/ρ} trein komme jimme? r君たちはどの列車で来ま

すか」

Mei ho劫er{*in/ρ} trein komme jimme? r同上」

‘hokfoar (in)十名詞'は‘watfoar(in) +名詞，((c))とちがって*‘hok…

foar (in) +名詞'のように切り離して用いることはできない。

.". hokkerは元来，複数属格形であり(古フ.huckera， WFT 9 1992 : 71)， 

以上のようにhokfoarとは用法が異なる。また，複数形でも形容詞の語

尾 eがつかない。

mei {hokker / * ho劫ere}treinen Iどの列車で」

(2) 疑問副詞(itfree忌jendbywurd) 

(a) 種類

hoe [hu] (+形容詞/副詞)rどのように，どれほど」

(yn) hoefier [(in) hufidr] rどの程度」

hoefolle [hufold]， hoemannich [hum5ndx， humalldx] rどれほど多

く(の)J

hoenear [hunIdr， hunIdr] rしヨつ， どんな場合に」



北大文学部紀要

hoeno [huno:u]， hoesa [husa] ，-どうして」

hoe'nen (t) [hún~m (t) ]， hoe'n (en)ーien[hun (;m) i;~m] ，-どんな人・物

事」

wannear [v:mI<lr， v5nI<lrJ ，-いつ」

werom [Ve::rom， vE:rom] ，-なぜ」

wer [vE::r] (強調形were[vE:r<l]) ，-どこ」

(b) ‘wer...前置詞‘wer前置詞'

これには疑問副詞のwer，-どこ」とならんで，疑問代名詞のwer，-何」の

場合がある。 werと前置調は分離するほうがふつうであれ前置詞は文末，

あるいは文末の動詞や分離動詞の前綴りの直前に置く。

① 疑問副調の wer，-どこ」の例

wer (...) wei [vE::r (...) vai， ..vEi， vE:r..] ，-どこから」

wer (...) hinne [vE::r (...) hIm， vE:r・.]，-どこへ」など。

Wer komstωei? ，-君はどこからきたのですかJ (ULI'S， A 6 : 15) 

Witsto wol wersto aanst hinne moatst? ，-君はこれからどこへ行くべき

かわかっていますかJ (ULI'S， C 18 : 23変更)

② 疑問代名詞のwer，-何」の例 ((l)(b)②)

wer (...) fan [vE::r (…)日n，vE:r・.]，-何から」

wer (...) njonken [vE::r (...) njoDk<ln， vE:r..] ，-何のそばに」

“Wer giet dat toanielstik oer?"“It is in blijspul， mar ik wit net krekt 

wer't it oer giet." ，-その劇はどんな内容ですかJ ，-喜劇ですが，正確な

内容は知りませんJ (Bangma 19932 : 130変更)

~ 44 疑問文 (defraachsin) 

(1) まとめ

疑問文は平叙文とは異なる文の構成という点から直接疑問文と間接疑問

文，疑問詞の有無という点から疑問詞疑問文と選択疑問文に分かれる ((2)

(3))。ただい疑問の意味は平叙文の語順でも表わすことができる ((4))。ま

た，西フリジア語には「あなたはわたしがだれに会ったと思いますか」など
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のように，従属文の要素を問う疑問文に 3つの種類がある ((5))。感嘆文に

ついても触れる((6))。

(2) 直接疑問文 (dedirekte fraachsin) 

他の文に従属しない疑問文を直接疑問文と呼ぶ。選択疑問文 (de sin-

fraach) と疑問詞疑問文 (dewurdfraach)に分かれる。

(a) 選択疑問文 (desinfraach) 

動調の種類や語形にかからわず定動詞を文頭に置き，ふつう文末のイント

ネーションを上げて表わす。

1s 't slim mei jim heit? ，-お父さんの具合は良くないのですかJ (ULI'S， 

A 6 : 15) 

Leardesto ek Frysk op skoalle? ，-君は学校ではフリジア語も習いまし

たかJ (ULI'S， A 12 : 18変更)

Kinne wy it hus besjen? ，-家を見てもいいですかJ (ULI'S， A 2 : 13) 

Hat it iten dy hjoed wol goed smakke? ，-今日は食事はおいしかったで

すかJ (ULI'S， B 15 : 19) 

等位接続詞は定動詞の前に置くことができる。

0/ geane jo leaver nei de lytse winkeltsjes? ，-それとも小さい屈に行く

ほうがいいですかJ (ULI'S， A 10 : 8) 

(b) 疑問調疑問文 (dewurdfraach) 

定動詞の前に疑問詞あるいは疑問調を含む文成分を置いて文を始める。

Wa {hat/hawwe} der stien? ，-だれ(単数/複数)がそこにいたので

すかJ (ULI'S， C 17: 19変更)

{Wa syn/wa's/wαans/ωannes} auto is dit? ，-これはだ、れの車ですか」

Wa sines is dit? ，-これはだれのものですか」

Meiωαsil er jun dunsje? ，-彼は今晩だれと踊るのだろう」

Wat tinkt jo fan dizze wize fan advertearjen? ，-あなたはこの種の広告

のしかたをどう思いますかJ (ULI'S， B 11 : 18変更)

Wat sykte soe er ha? ，-彼はどんな病気なのだろう J (ULI'S， A 1 : 6) 
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Waifoar ferskil soe dat meitsje? rそれはどんな違いになるのだろう」

(ULI'S， B 11 : 18変更)

防匂that dat no foar sin? rそれはいったいどういう意味があるのか」

CBangma 19932 : 66変更)

Mei {hokker trein/ hokfoar (in) trein} komme jimme? r君たちはどの

(どんな)列車で来ますかJ CULI'S， C 18 : 23変更)

Hokker gemeenten binne achterut gien? rどの市町村が衰退したのだ

ろう J CULI'S， C 10 : 17) 

Hoe ferklearje jo dat? rあなたはそれをどのように説明しますか」

CULI'S， C 10 : 17変更)

Hoe let sil dat west hawwe? rそれはいつのことだ、ったのだろう」

CULI'S， A 20 : 7) 

Hoefol1e winkels binne der? rそこには屈がいくつありますかJ CULI' 

S， C 1 : 15) 

Hoe'n strik hast kocht? r君はどんなネクタイを買ったんだJ (Boer-

sma/Van der W oude 19802 : 33変更)

Wannear binne se begun mei it oanlizzen fan seediken? rいつ人々は

堤防の建設を始めたのだろう J CULI'S， C 11 : 3変更)

Werom ha jo us dat net earder ferteld? rどうしてそれをもっと早く私

たちに知らせてくれなかったのですかJ (ULI'S， C 8 : 5) 

Wer hat us mem it presintsje kocht? rお母さんはどこでそのプレゼン

トを買ったのだろう J (ULI'S， A 1 : 14) 

Wer docht dat ut bliken? rそれは何からわかるのだろう J (ULI'S， 

C 11: 5変更)

Wertroch untstie foarhinne faak in hechter ban tusken de bewenners 

as hjoeddedei? r何を通じて以前は住民の聞で今日よりも強いきずなが

生まれることが多かったのだろう J CULI'S， C 11 : 3) 
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(3) 間接疑問文 (deyndirekte fraachsin) 

従属文として他の文に組み込まれた疑問文を間接疑問文という。間接疑問

文では定動詞を文末に置き，従属文であることを示す補文標識-t(←dat) 

などを間接疑問文の種類に応じて下記のように疑問詞の語末に添えるか，疑

問調を含む文成分の直後に置く。

(a) 選択疑問文

oft [コt] (←of [コf]+dat) r…かどうか」を文頭に置く。 oftのかわり

に，口語的な文章では発音どおりにつづった at[コt]を用いる。

Sy seach {oft/at} it goed wurke. r彼女はそれがうまくいっているか

調べたJ (ULI'S， B 1 : 18変更)

Ik woe freegje {ゆ/αt}jo my helpe koene. r手を貸していただけるか

お聞きしたいのですがJ (ULI'S， B 1 : 24変更)

(b) 疑問詞疑問文

疑問調が独立用法か限定用法かによって次の 2種類に分かれる。

① 疑問調が独立用法の場合

疑問詞の語末に補文標識-t(←dat) を添え，全体で1語でつづる。た

だし， watのように語末音がtで終わる語はそのまま (wat←wat-t ← 

wat dat)。

Beppe wit krektωannear't it in bern syn jierdei is. r祖母は子供の誕

生日がいつかちゃんと知っているJ (wannear't←wannear dat) 

次の用例のように‘疑問詞十oft/at'を用いて表わすこともできる。ただ

し，‘疑問詞+t'ほど一般的ではない。

Ik wit net wαnnear oft er komt. r私はいつ彼が来るか知らないJ (Van 

der Meer 1991 b : 44) 

その他の用例。

Ik wit net mei wa't er juster dunse hat. r私は彼が昨日だれと踊ったか

知らないJ (wa't←wa dat) 

Hast eltsenien wit wat dat wurd betsjut. rその語がどういう意味かは

ほとんどだれでも知っているJ (wat ←wat dat) 
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Hae't soks komt， is net maklik te sizzen. rどうしてそんなことになる

のかは簡単には言えないJ (hoe't <-hoe dat) (U口'S，C 20: 3) 

Weromγt ik der sa lang oan wurkje moatten ha， wit ik sels ek net 

(werom't← werom dat) rなぜ私がその仕事にそんなに長い時期ぞか

げな訪ればならなかったか私自身わからないJ (ULI'S， B 19 : 25変

更)

Wer'tst no wennest， is my net bekend. r君がどこに稔んでいるか私は

知らないJ (wer'tst (--wer dat-st) (Boersma/Van der Woude 19802 : 

30) 

Oant yn de lytste underdieltsjes vv司lrdtfoarskreaun wer't in wente 

oan foldwaan moat. rときにはごく総費sにるまで金患が小の点、を備

えるべきか指示されているJ (wer't←wer dat) (ULI'S， C 20 : 4 

@ 続開認が援定用法の場合

疑問詞を含む文成分の官後に oft/at(または as)を置くむが一般的で

ある。ただし，かならず援まかなくてはならないということではない。

そ含む文成分十どは書き言葉を除いてあまり貯まれない。

Ik wit net {hoe lang ojt/ hoe lang't/ hoe langφ} it duorje siL 私は

それがどのくらい続くか知らないJ (Van der矧eer1991 b : 44 

本来， とそのf告の成分之の合成語マある hokkerrどの，どん

なJ (←hok十foar)は秒、立用法「どれ，どんなもの」でも hokker

{oft/aりとし，勺lOkker'tとはしない。問識に， hoe'n rどんな」

hoe十in)の独立用法である hoe'nenrどんなものj もhoe'nen{oft/ 

at}とし，もoe'nen'tとはしない。

その地の用例。

Hy wit krekt， hokker 1うZ部 tenojt er al neame moat en ho続erojt er net 

neame hoecht. r彼はどの立を挙げるべ2きか，またどの点は挙げる必要

がないかをよく知っているJ (むLI'S，C 20 : 5) 

Do witst net heel， fanke， hoefolle jild ast besparje kinst ast it boad-
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skipjen wat planmjittich oanpakst. ，.おや，おまえはちゃんと計画的に

買い物をすれば，どれだけお金を節約できるか，まったくわかっていな

いねえJ (ast←at-st) (Bangma 19932 : 83変更)

Ik trede it lan ut en berekkene hoゆllelansomgongen as ik meitsje 

moast. ，.私は土地の広さを歩いて測り，耕作するのに何回往復が必要

か計算したJ (ULI'S， B 20 : 6) 

It liket of wit er noch net krekt hokker spesjalistφer it earst 

rieplachtsje sil. ，.どうも彼はどの専門医にまずかかるべきか，まだわ

かっていないようだJ (ULI'S， B 6 : 8) 

It komt der net op oan hoe aldφmen is， mar hoe 't men ald is. ，.ど

れだけ年をとっているかではなく，どのように年をとっているかが肝心

だJ (Beintema 1990 : 10) 

『オランダ語では‘疑問詞+従属文'がふつうだが，口語では 6疑問詞+

{dat/of/of dat} +従属文'という表現も見られる。

Kun je me zeggenωaar dat hij woont? ，.彼がどこに住んでいるか教えて

くれますかJ (Donaldson 19873 : 191) 

Ik weet niet waar 01 ze de bruiloft willen houden. I私は彼らがどこで結

婚式を挙げたいと思っているのか知らないJ (ib.191) 

Ik weet nietωat 01 ze kan doen. I私はあの人たちに何ができるか知らな

いJ (ib. 186) 

Ik w巴etniet wie 01 dat er zal komen. I私はだれが来るのか知らない」

(ib.186) 

(4) その他の疑問文

疑問の意味は以上のほかにもさまざまに表現できる。

(a) 平叙文疑問文

相手の意図や事実の真偽などを確認するには，平叙文の語順で文末のイン

トネーションを上げて表現する。

Do fytstest al1innich fan Snits nei Sleat? ，.君はひとりでスニツ(オ.

Sneekスネーク)からスレアト(オ.Slotenスローテン)まで自転車

でト行ったというのかJ (ULI'S， C 5 : 8変更)
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It leit f会stlekker saunder de tekkens， of net soms? rぞうやって毛布

にくるまっているのは会ぞ気持ちがいいだろう，ちがうかねJ (ULI' 

S， A 20: 7) 

sil dochs waarm miel iten ha moatte? rだっ

らなければならなかったのでしょう J (ULI'S， B 20 : 22変更)

ω 問い返し疑関文 (deechかな絡めsin)

と

相手の寄ったことをそのまま綿り返し

文J では，疑問調

き返すいわゆる「関い返し疑問

とどまったままl:ある。

“]uster wie ik yn Hams."“Do wiest wer?" r昨日ハーンス{オ.

Harlingenハ/レリンゲ、ン) てきたよJ rどこに?子ってきたって ?J

(5) 従異文に含まれる要索令調う疑問文

西ブリジア語に に含まれる きと問う疑問文に次の 3種類があ

る。このうちどれをもっとも好んで用いるかは話者によって異なる。

@ 

臨接問うべき従羅文の要素を簸鱈欝として主文の文頭に震き，従属文の

先襲に従隠接続語{補文標識)datを聾くもの

坊をztinke jo dat ik sjoen haw? rあなたは季五がだれに会ったと患います

か(Hiemstra1986 : 99，以下(D@φの用例iも需隷〉

Wa tinke jo dat my sjoen hat? rあなたはだれが私に会ったと思、います

iJ為」

砂Tertinke jo dat Jan wennet? rあなたは:3ンがどこに住んでいると思

しユま

うべき従議文の要素を疑需詞とし

議}議文の先顎にもそれと同 くもの

移ratinl叩 jowa't ik sjoen haw? 持上J

u匂 tinkejo wa't my sjoen hat? r同上j
Wer tinke jo wer'f J an wennet? r岡上J

くとともに，

9 主文の文欝に watを援さ，直護問うべき を疑問詞として

くもの
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協lattinke jo wa't ik sjoen haw? 1向上」

Wat tinke jo wa't my sjoen hat? 1向上」

Wat tinke jo we〆tJ an wennet? 1向上」

官上記のような疑問文が可能なのは， tinke 1…と思う」などのように，従

属文の内容がはっきり事実と確認できない述語の場合である。 witte'. 

ということを知っている」などのように，従属文の内容がはっきり事実と

確認できる述語の場合には不可能でトある。

F ①はオランダ語， ドイツ語，英語の標準語でも見られる構文である。ただ

し，従属文の主語を問う疑問文は一般にあまり好まれない。

オ.? Wie denkt u dat mij heeft gezien? 1あなたは私がだれに会ったと思

いますか」

ド.? Wer glauben Sie da，βmich gesehen hat? 1向上」

エ. Who do you think {? thαt/φ} has seen me? 1向上」

③は日本語でたとえば「あなたは私がだれに会ったかということについて

どう思いますか」と訳すことで理解できる。②は英語， ドイツ語，オラン

ダ語の標準語には見られない構文である。

(6) 感嘆文 (deutroppende sin) 

疑問詞疑問文はそのままの形でイントネーションを変えれば，感嘆文とし

て用いることができる。

Heitelan， hoe moai bisto! 1祖国よ，なんとおまえは美しいことか」

(P.}. Troelstra) 

watはhoeのように形容詞とともに副詞的に用いて「なんと(…だ)J と

いう意味を表わす。

Watゅitichdat hy net komme kin! 1あの人が来られないとはなんと残

念なJ (ULI'S， A 17 : 13) 

Gr疑問文としては‘hoe+形容詞'のかわりに‘wat十形容調'を用いることは

できない。

{Hoe/* Wat} let sil dat west hawwe? 1それはいつのことだったろう」

‘wat十形容詞'は 'wat..形容調'のように分離することがある。

Wy ha lesten noch op reis west. Nei It Amelan. 防匂tis 't der moai! 

「この前みんなで旅行に行ってきたよ。エト・アーメローン島(オ.
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Ameland アーメラント島〉にね。あそこはなんとすで~なところだ

ろう J (ULI'S， A 19 : 7) 

watはまた，名誌とともに限定的に溶いて「なんという{…だ)Jという

不可解名詞や名詞穣数形とともに用いることもできる (943

(l)(C))。

Minsken， minsken wat in jild! rやれやれ，なんという大金だJ (ULI' 

S， A 2: 14) 

Wat 抑制ie!rなんという雪だJ (Zantema 1984 : 1163) 

Wat i匁 auto's!rなんという車(機数形)だろうJ (ib.1163) 

watはさら

を表わすO

とともに爵爵的に用いて「なんと〈…か)Jという意味

Wat moast ik laitsje! rなんと笑ってしまったことかJ (ib.1163) 

このように watは感嘆文であることを示す指標として広く用いる。

S45 関係爵 (itbetreklilくfoarnam-en bywurd) 

出はじめに

関係詫には関係代名詞と関保副詞があり，語，目的語，嗣翻成分などの

文法関係は撰係文における役識で決まる。関係代名罷の性と数は先行詞に…

致し，主格と百的惑の区別はない。関鋸隷は間接疑問文の疑関詞と同様に構

ぺ(←dat}を持う(ただし， dat， watのように語末音がtで終わ

るもむはそのまま)。以下では綴宜上，関保代名詞と関係副調<!.Jtえノ。

関係文には先行詞(itantesedint)を伴うものと伴わないものがある。

行詞な伴わない関係文は対象を限定せず，一般的な意味で賂いる。

は関係文の麓に置く。関係文は関係誌に続く従属文であり，

は文末に置かれる。関係文はふつう先行謂の藍後に闘かれるが，

由などで先行部から離れた後ろの伎鑑に外置されることがある。

Men moat net anωsizze， wat men wit， mar wol alles witte， wat men 

seit. r知っていることはすべて言う品饗はないが，議うことはすべて

ていなくてはならない(ことわき:qJ (Beintema 1990 : 10) 
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関係文の終わりには正書法でコンマ(，)を添えることが多い。関係文の

はじめにはいわゆる「制限用法J (it beheinend gebruk)ではコンマを添え

ず，いわゆる「継続用法J (it utwreidzjend gebruk)では添えることが多

い。ただし，コンマの使用は文の構造を明確にする手段であり，つねに厳格

に守られるわけではない。

英語と違って西フリジア語では関係調は省略できない (Sjo!in1988 : 

109)。

Dit is de kwestje {φ't/*ρ} wy hjoed beprate wolle. ，-これが私たち

が今日論じたいと思っている問題です」

Dit is de kwestje {der't/キρ}wy hjoed oer prate wolle. (←der't…oer) 

「同上」

‘前置詞+関係代名調'や関係詞が限定用法として用いられて他の文成分が

低続する場合には，補文標識-tのかわりに oft(← of dat)を伴うことがあ

る。とくに後者の場合は oftが一般的である。

Dit is de frou {の't/*dy ojt} ik juster sjoen ha. ，-これが私が昨日会っ

た女d生です」

Dit is de frou {mei wa't/mei wa ojt} ik juster praat ha. ，-これが私が

昨日言葉を交わした女'性です」

Dit is d白ef台rou{い*dφIyhαr br，叩oer〆't/めφIhαr br，仰oerojβ刑T科}dearek王(kewie. ，-こ

れが兄弟を殺された女性です」

(2) 関係代名調 (itbetreklik foarnamwurd) 

個々の語形と用例を示す。

(a) dy't [dit] (←dy dat) 

前置調とともには用いない。

① 先行詞の名詞句が複数形および両性単数形の場合

Y n in boek wurdt ferteld oer sakenめ〆tjosels soms meimakke 

hawwe. ，-書物の中にはときにはあなた自身が体験した事柄が語られて

いることがあるJ (A 16 : 7) 
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Hja geat in tsjette1 siedend wetter yn in tobbe dy't yn 't portaa1 k1ear 

stie. '彼女は玄関に用意しておいた桶の中に煮え立つたやかんのお湯を

注いだJ (ULI'S， B 2 : l3変更)

② 先行詞を伴わない関係文で，(およそ)ーする人」を意味する場合

(c)③のwa'tと同様の用法。単数形としても複数形としても用いる。

i )単数形

Dy't in bu1te begrypt， kin in bu1te ferjaan. '多くを理解する者は多くを

許せる(ことわざ)J (Beintema 1990 : 14) 

Dy't skriuwt， dy't b1iuwt. '書く者は長らえる(ニ書く人，それすなわ

ちとどまる人。ことわざ)J (Beintema 1990 : 123変更)

ii)複数形

Dy't gjin kaart krigen hawwe， meie frij fo1gje， as se dat wolle. '券を

もらわなかった人たちも，その気があれば，もちろん参列してかまわな

いJ (ULI'S， B 1 : 9変更)

(b) dat [白tJ (←dat dat) 

前置詞とともには用いない。

① 先行調の名詞句が中性単数形の場合

Ynflaasje is in wurd dat hjoeddedei gauris brukt wurdt. 'インフレー

ションは今日，頻繁に用いられる用語だJ (ULI'S， C 20 : 3変更)

In jiermannich 1yn wie der by uzes in jonkje utfanhus， dat in jier 

twa-trije yn Den Haach wenne hie. '数年前，私たちの家にわ 3年ほ

どデン・ハーハ(オ.Den Haag)で暮らした男の子が泊まったことが

あったJ (Tamminga 1973 : 212) 

② 先行詞がwatなどの不定代名調の場合

Hy sil faaks wo1 wat fine dat der wat op liket. '彼はそれに少し似て

いる何かを見つけるかもしれないJ (ULI'S， C 11 : 7変更)

(c) wa't [va:tJ (←wa dat) 

① 先行詞がa1[コ1J'すべての人」の場合

Al wa't dat wo1， mei der oan meidwaan. 'それをしたい人はいっしょ
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にやってもいい」

『次の表現に注意 (342(3)(a)②)。

{*Alle wa't/Alle dy't/Allegear(re)の't}dat wolle， meie der oan 
meidwaan. '向上」

② 先行詞を伴う関係文で人を意味する名調匂として前置詞とともに用いる

場合前置調+wa't'

De frou mei wa't er juster dunse hat， is myn dochter. '彼が昨日いっ

しょに踊った女性は私の娘だ」

③ 先行調を伴わない関係文で，(およそ)ーする人」を意味する場合

(a)②の dy'tと同様の用法。単数形としても複数形としても用いる。

i )単数形

Buter， brea en griene tsiis，ωα't dat net sizze kin， is gjin oprjochte 

Fries. 'buter (バター)， brea (ライ麦パン)， griene tsiis (青かび

チーズ)，これを言えない者は本当のフリジア人ではない(早口言葉)J

ii)複数形

Wa't al te hastich trouwe， kin 't al te gau berouwe. '早まって結婚す

る者は後悔するのも早い(ことわざ)J (kinはkinneの-eがリズムの

関係で脱落したもの) (Beintema 1990 : 57) 

(d) wat [v:>tJ (←wat dat) 

① 先行詞がalles[518SJ 'すべてJ，itselde [8tsEld8J '同じもの」の場合

Allesωat op ierde libbe， ferdronk. '地上で生きていたすべてのものが

溺れ死んだJ (De Arke fan N oach) 

Alles wat libbet/Docht der no sines by. '生きているものはすべて，

今，それに加わる(=それに付随して自らのことを行なう)J (Waling 

Dykstra:‘Simmermoarn') 

Ik nim itselde watsto nimst. '私は君がもらうものと同じものをもらい

ますJ (Bangma 19932 : 132) 

.，，-オランダ語との相違に注意。

フ.Ik nim itselde {watsto / * daおto}nimst. '向上」
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オ.Ik neem hetzeljde {* wat jij / dat jij} neemt. I向上」

② 先行詞が文全体の場合

De minsken harken net nei God eη tochten alliηηe oan harsels，ωαt 

God tige fertriette. '人間たちは神の語ることに耳を傾けず，自分たち

のことばかり考えた。そのことで神はいたく心を痛められたJ (De 

Arke fan Noach変更)

③ 先行詞を伴わない関係文で，(およそ)ーである物事」を意味する場合

防'atmen dronken docht， moat men nochteren betelje. '酔っ払ってす

ることにはしらふで支払わなければならない(ことわざ)J (Beintema 

1990 : 29) 

De minsken harken net nei wat God fertelde. '人間たちは神が語った

ことに耳を傾けなかったJ (De Arke fan N oach変更)

(3) 関係副詞 (itbetreklik bywurd) 

関係副詞は場所や時の副調句を表わす。ただし， der't [dd:)tJには場所

の意味を表わす関係副詞のほかに，関係代名詞として前置詞句とともに用い

る用法があり，便宜上，以下で説明する。

(a) der't [dd:)tJ (←der dat) :場所を表わす関係副調

① 先行詞を伴う関係文で用いる場合

Op de souder， der't se ornaris sliepte， wie 't om distiid fierste kald 

「彼女がふだん寝ていた屋根裏部屋はこの時期とても寒かったJ (ULI' 

S， B 2: 14変更)

② 先行詞を伴わない関係文で，(およそ)ーするところ」を意味する場合

Der't hout kappe wurdt， falle spuonnen. '木が切られるところではお

がくずが落ちる(=決定は犠牲を伴う。ことわざ)J (Beintema 1990 : 

127変更)

Der't bijen binne， is ek huning. '蜂がいるところには蜜もある(=働け

ば報いがある。ことわざ)J (Beintema 1990 : 24) 
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(b) der't [dE (:) tJ (←der dat) :前置詞句とともに用いる関係代名詞

① 先行調の種類と語順

先行詞は物事を意味するものが一般的である。

語順はふつう前置詞を der'tから分離し，文末や，文末の動調あるいは

分離動詞の前騒りの直前に置く。ただし，論理関係や付帯状況のように

動詞と意味的な結びつきが薄い場合を除く。

Dit is it mes， der't ik de griente mei snien ha. iこれが私が野菜を切っ

た包丁ですJ (←der't…mei) (ULI'S， B 19 : 25変更)

『オランダ語 (waar) との相違に注意。

フ.it wurk der't se hielendal net fan haldt r彼女がまったく好きでない

仕事J (ULI'S， B 19 : 19) 
オ.het werk waarvan ze helemaal niet houdt r向上J (ib.19変更)

名調句が人を意味する場合には‘前置詞+wa't'((2)(c)②)が一般的だ

が，口語では‘dêr't…前置詞'も用いる傾向がある(~ 43 (l)(a)②)。

dejヤ'Ou，der't hy juster mei praat hat r彼が昨日(その人と)話をした

女'性J (←d色r't…mei) (ULI'S， B 19 : 25) 

Dejヤ'Ouder't er mei troud is， is tsien jier jonger. i彼が結婚した女性

は10才年下だJ (←der't...mei) (Van der W oude 1981 : 177) 

② 先行調を伴う関係文で用いる場合

It wenjen yn sa'n earmoedige behuziηg， der't hast gjin frisse lucht yn 

komme koe， makke， dat in protte sykte en stjerte it gefolch wie. r新

鮮な空気がほとんど入れないようなみすぼらしい住居での暮らしは，多

くの病気と死をもたらす結果になったJ (←der'L.yn) (ULI'S， C 20 : 

4変更)

Eltsenien kin oan 'e weet komme fan alle dingen， der't men graach 

wat mear fan witte wol. rだれでももっと知りたいと思うことはすべて

知ることができるJ (← der't...fan) (ULI'S， C 20 : 6変更)

③ 先行詞を伴わない関係文で r(およそ)…である物事」を意味する場合

Der't men foar utgiet， moat men jin ek foar klaaie. r出向く用事には
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身支度をしなければならない(=守|き受けたことは責任をもって果たさ

なければならない。ことわざ)J (←der't...foar) (Beintema 1990 : 137 

変更)

Der't neat fan oan is， komt ek gjin praat fan. '何もないことに噂は立

たない。ことわざJ (←der't…fan) (Beitema 1990 : 112) 

(c) wer't [VE(:)t] (←wer dat) 場所を表わす関係副詞

先行詞を伴わない関係文で，(およそ)ーするところ」を意味する。

Wer't it geweld begjint， haldt it rjocht op. '暴力が始まるところでは正

義が途絶える(=無理が通って道理ひっこむ。ことわざ)J (Beintema 

1990 : 51) 

(d) ‘wer.前置調t':前置調とともに用いる関係代名調

例外的に分離しないで用いる。論理関係や付帯状況を表わす副詞(以下の

用例では dertroch'それを通じて，そのためにJ，derby ，そのさいにJ) の

関係詞化に相当し，オランダ語の影響と考えられる(~ 46 (2)(b))。

① 先行詞が名詞句の場合

N eam inkeldeρunten wertroch 't de doarpen en steden hjoeddedei nei 

mekoar ta groeie. 'こんにち， (ソレヲ通ジテ)村と町がたがいに接近

してきている点をいくつか挙げなさいJ (←wer-troch dat) (ULI'S， 

C 11 : 3) 

Meitsje ek in j計diel仇:gfan beroppen yn groゆ仰，U砂by'tjo utgeane 

fan it plak der't jo meastal arbeidzje. ，(ソノサイニ)主として働く場

所を基準にした職業のグループ分けもやってみなさいJ (←wer-by 

dat) (ULI'S， A 13 : 10) 

② 先行調が文全体の場合

Derby komt dan noch dat dy lucht j坤 r，ゐtichis， wertroch 't de 

untwikkeling fan it delslachproses net folle beynfloede wurde kin en 

stadich trochgean kin. 'そのさい，さらに大気の流れがかなり遅く，

このため降雨の経過はそれほど影響を受けることなし徐々に雨が降る

ようになるでしょう J (←wer.troch dat) (Bangma 19932 : 112) 
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(e) doe't [dutJ (←doe dat) ， wannear't [VanI8tJ (←wannear-dat) 

時間を表わす関係副詞として用いる。

① doe't 

過去の特定のできごとに用いる。

Mannich klaaidoarp is untstien yn 'e tiid， doe't der noch gjin seediken 

wiene. rクラーイ地方(フリースラント北部の粘土質地域)の村の多く

はまだ、堤防がなかった時代にできたJ (ULI'S， C 11 : 2変更)

② wannear't 

①以外の場合に用いる。

Soe de tiid noch komme， wannear't it Frysk de wraldtaal wurdt? rフ

リジア語が国際語になる時代は来るだろうか」

③ その他の表現

接続詞datを用いて表現することもある。上記の①と②の用例の doe't

とwannear'tはすべて datで置き換えることができ，次の用例では

tiden r時代(複数形)Jの内容を説明する従属文を導入している。

Der ha tiden west， dat boufergunnings en -foarskriften folslein unbe-

kend wiene. r建築許可および基準がまったく知られていなかった時代

カ宝あったJ (ULI'S， C 20 : 3) 

Der ha tiden west， dat it stedfolk delseach op it doarp. r都会の人々が

村を見下していた時代があったJ (ULI'S， C 1 : 14) 

De beide kearen dat in rivier myn paad kruste， halde ik dan ek 

midden op 'e brege. r JlIが道を横切ったその 2固とも，私は橋の上で立

ち止まったJ (ULI'S， B 20 : 15変更)

(4) 'sa't [satJ (…)指示代名詞'

指示代名詞が先行する名詞を指す場合，‘sa't(…)+指示代名詞， r…のよ

うな…J (sa't← sa dat) という表現は関係代名詞に近い役割を果たすこと

カまある。

Sun iten sa't wy dat no kenne， wie der net by. r私たちが今知っている
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ような健康な食事はなかったJ (ULI'S， B 11 : 9) 

Net dat us flagge， sa't wy 砂 kenne，fan dy tiid is. I私たちが知ってい

るような旗がその時代のものというわけではないJ (ULI'S， C 20 : 8) 

~ 46 関係文 (debetreklike bysin) 

(1) 分類

関係文の分類を行ない，対応する関係調を示すと次のようになる。

(a) 関係代名詞

先行詞あり:中性名調単数形以外 dy't 

中性名調単数形 dat 

al wa't 

文全体， al1es， itselde wat 

前置詞とともに人を示す場合 前置調+wa't

(der't (…)前置調)

前置詞とともに物事を示す場合 d位、(…)前置調

先行詞なし:人

物事

(b) 関係副詞

先行詞あり:場所

時間

先行調なし:場所

(2) dy'tとwa't;der'tとwer't

(a) 共通点

wer-前置調， t 

dy't， wa't 

wat 

der't 

doe't， wannear't， (dat) 

der't， wer't 

dy'tとwa'tおよびder'tとwer'tはそれぞれともに用いることができる

場合があり，区別が微妙である。

i) Dy't oan boat is， moat meifarre. I船に乗っている者はいっしょに航海

しなげればならない(=乗りかかった船。ことわざ)J (Beintema 
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1990 : 20変更)

Wa't farre wol， moat stoarmen noedzje. '海に出ょうと思う者は嵐に

あうことを覚悟しなければならないJ (Beintema 1990 : 35) 

Wa wit it antwurd? Wa't it wit， mei de finger opstekke. 'だれが答え

がわかりますか。答えがわかる人は手をあげてくださいJ (Stienstra 

1982 : 46) 

ii) De〆tljocht is， der moat ek skaad weze. '光があるところには陰もな

ければならない(=何事にも長所と短所がある。ことわざ)J

(Beintema 1990 : 121) 

Wer't gjin ear is， is gjin sear. '耳がないところでは痛みがない(=知

らぬが仏。ことわざ)J (Beintema 1990 : 32) 

上記の用例の dy'tとwa'tそれに der'tとwer'tはたがいに置き換えるこ

とカぎできる。

本来の西フリジア語的な語形はd-系のdy't，der'tであり， w-系のwa't，

wer'tはオランダ語の影響による。両者をともに用いることができる場合，

一般に dy't，d針'tのほうが使用頻度が高い。したがって，使用できる可能

性が両方ある場合には dy't，der'tを用いればいい。

『西フリジア語のことわざを集めた Beintema(1990)ではdy't，der'tに

比べて， wa't， wer'tを用いた用例が著しく少ない。

(b) der'tとwer'tの相違点

der'tとwer'tは次の点で相違するという指摘がある。すなわち， Bosma-

Banning (19812: 117)はder'tは場所が特定の場合， wer'tは場所が不特定

の場合に用いると述べている。

Wer sille hja wenje? 'i皮らはどこにイ主むだろうか」

-Der't er berne is. '生まれたところさ J (特定)

-Wer't mar plak is. '住む場所があるところさ J (不特定) (ib. 117) 

たしかにこの傾向はあるが，かならずしも明確に区別されているわけでは

ない。
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一方， ~ 45 (3)(d)で挙げた次の用例のように，前置調とともに分離せずに用

いる場合には w-系だけが可能である。これはオラング、語(オ.waardoor， 

waarbij)の影響と考えられる。

N eam inkelde punten {wertroch 't / * dertroch 't} de doarpen en steden 

hjoeddedei nei mekoar ta groeie. ，.こんにち， (ソレヲ通ジテ)村と町

がたがいに接近してきている点をいくつか挙げなさいJ (ULI'S， 

C 11: 3変更)

Meitsje ek in ferdieling fan beroppen yn groepen， {lω4心lê針'rb旬'y't/*dê針rb伶~〆パ't

j如out囚ge白an問1児efan i抗tplak 王de針r'仇，冗tj拘ome伺as坑ta剖1ar巾beid也zj托e.，.吋(ソノサイニ)主と

して働く場所を基準にした職業のグp勺ノルレ一プ分けもやつてみなさしい~J」

(ULI'S， A 13 : 10) 

F 最近の学生は der'tのかわりに wer'tを多用する傾向があり，これもオラ

ンダ語の影響と考えられる。

参考文献

(前固までに掲載したものを除く)

Bibel. Ut de oanspronklike talen 0ρ'e nij yn it Frysk oerset. 19892 (1978). 

Haarlem. N ed巴rlandsBijbelgenootschap/Boxtel. Katholieke Bijbelstich-

ting. 

Braren， E./O. Wilts/B. Sjδlin. 19882
• Fering jo"r beganern: Programmierter 

Lehrgang des Fohrer Friesisch. (Didactica Frisica 1). Kiel. N ordfriesische 

Worterbuchstelle der Christian-Albrechts-Universitat Kiel 

De Boer， R. 1985/1986.“Ien en oar oer de oansprekfoarmen yn it Nijfrysk (I) 

(VII)". De POI1ψebleden. 56/57. ( 1) 1985: 264-265. (II)-(VII): 1986 [(II) 8-9， 
(III) 25-27， (IV) 44-45， (V) 56-57， (VI) 72-73， (VII) 111-113J . 

De Haan， Ger J. 1983.“The position of the finite verb in Frisian". In: Friser-

studier III. 37-48. 

De Haan， Germen J. 1994.“Inflection and cliticization in Frisian -sto， -ste， -st". 

NOWELE. 23. 75-90. 

De Vries， Jan. 1987 (1971). Nederlands etymologisch woordenboek. Leiden. Brill. 

Donaldson， 19873: D切tchre)告rencegrammar. Leiden. Martinus Nijhoff. 

Fort， Marron C. 1980. Satelプヤ問ischesWorterbuch: mit einer grammatischen 

Ubersicht. Hamburg. Buske. 

Hiemstra， Inge. 1986.“Some aspects of Wh-questions in Frisian". Friserstudier 

174-



西フリジア語の文法構造 代名詞一一

IV /V. 97-110. 

Hoekema， Teake. 1989.“It fergetten relativum dy'tst [distJ en de relaasje 

tusken pronominaal antesedint en relative bysin". Us Wurk:ηdskr許
foar frisistyk 38. 141-144. 

Hoekstra， Jarich. 1989.“Bywurden fan tiid op イ• Tydskr折 foarF:η'ske 

Taalkunde 5. 1-32. 

Hoekstra， J arich. 1995.“Pronoun and Case. On the distribution of Frisian 

harren and se ‘them"'. Leuvense Bijdragen 83. 47-65. 

Hoekstra， J arich/Laslo Maracz. 1989a“Some implications of I.movement in 

Frisian". In: Hans Bennis/ Ans van Kemenade (eds.). Linguistics in the 

Netherlands 1989. Dordrecht. Foris. 81-90. 

Hoekstra， Jarich/Laslo Maracz. 1989b.“On the position of inflection in 

West.Germanic". Working Papers in Scandinavian砂ntaxV 01.44. 75-88. 

Hoekstra， Jarich/Peter Meijes Tiersma. 1994.“Frisian". In: Ekkehard Kδnig/ 

Johan van der Auwera (ed.). The Germanic Languages. London /New 

York. Routledge. 505-531. 

It Nije Testamint. Ut it Gryksk oerset yn it F:η'sk fen Dr. G. A. Wumkes. 1933. 

Amsterdam. N ederlandsch Bijbel Genootschap. 

Krol， Jelle. 1985.“It pronomen men yn it skreaune Frysk oant 1950". Us Wurk: 

Tyゐkr併 foar斤1冶 tyk.34. 1-36. 

清水誠.1992. ["北フリジア語モーリング方言(1).文法.-V. Tams Jorgen. 

sen.“Kort sprakeliir foon dat mooringer frasch"訳注一一J.北海道大学文

学部紀要 40-3.第 74号.65-162. 

Spenter， Arne. 1970“Zur Genuskategorie im Neuwestfriesischen". In: 

Flecht 0ρ包 koai.Studzjes oanbean oan Prof Dr. W J Buma ta syn 
sechstichste jierdei. Grins. Wolters.N oordhoff. 182-188. 

Stienstra， J. 1978. Taalboek foar trochsetters. Ljouwert. AFUK. 

Stienstra， J./G. de Vries/J. W. de Vries. 1982. De st争e.Ljouwert. AFUK. 

Van der Mear， Geart. 1991a.“The‘conjugation' of subclause introducers 

Frisian聞st".NOWELE 17. 63-84. 

Van der Meer， Geart. 1991b.“The subclause signal 't in Frisian: Its origin and 

function". Leuvense Bijdragen 80. 43-59. 

Van Ginneken， J. 1939“De vervoeging der ond巴rschikkendevoegwoorden en 

voornaamwoorden". Onze Taaltuin 8. 1-11. 

Van Haeringen， C. B. 1939.“Congruerende voegwoorden". Tijdschr抑 voor

Nederlandse taal. en letterkunde. LXIII. 215 vlgg. (Nederlandica. 1949. 

's.Gravenhage. D. A. Daamen's Uitgevermaatschappij N. V. 246-259.再録)

-175-



北大文学部紀要

Visser， W. 1985. Frysk Wurdboek. Nederlansk-Fη'sk. Drachten/Ljouwert. 

Osinga/Fryske Akademy. 

Walker， A./B. Sjδlin. 1986. Frasch for伽βangere:Programmierter Lehrgang 

des Fo・hrerFriesisch. (Didactica Frisica 2). Kiel. N ordfriesische Wδrter-

buchstell巴derChristian-Albrechts-Universitat Kiel. 

*本稿は筆者の以下の論文に続く西フリジア語の文法構造の記述である。

「西フリジア語の音韻と正書法 (l)J(北海道大学文学部紀要 44-1.第85号.

1995. 37-81) 

「西フリジア語の音韻と正書法 (2)J(北海道大学文学部紀要 44-2.第86号.

1995. 43-111) 
「西フリジア語の文法構造冠調，名詞，形容調 J (北海道大学文学部紀要

45-1.第88号.1996. 21-81) 

記述上の問題点については筆者の次の論文を参照。

「西フリジア語文法記述の問題点J(北海道大学文学部紀要 44-3.第87号.

1996. 41-107) 

*本稿は平成8年度文部省科学研究費補助金による研究成果の一部である。

研究課題 I連続性概念による言語モデルの再構築一一ドイツ語学の立場から

J.基盤研究(司(2).課題番号08451101(研究代表者北海道大学言語文化

部助教授佐藤俊一)

-176 




